
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
「
記
憶
」
試
論

ー
ー
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
皇
帝
騎
馬
像
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー

竹

中

幸

史

ナポレオンの「記憶」試論（竹中）

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
の
手
薄
で
あ
っ
た
地
方
都
市
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
の
受
容
を
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
首
邑
ル
ー
ア
ン
を
対
象

に
分
析
す
る
。
特
に
市
役
所
広
場
に
建
つ
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
騎
馬
像
に
こ
め
ら
れ
た
市
民
の
「
記
憶
」
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
一
八

○
二
年
、
～
○
年
と
二
度
ル
ー
ア
ン
を
訪
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
民
は
彼
を
戦
勝
と
平
和
、
経
済
繁
栄
を
も
た
ら
す
英
雄
と
し
て
記
億
し
、
帝
政
崩

壊
後
も
そ
の
人
気
が
一
掃
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
四
〇
年
の
「
遺
骸
の
帰
還
」
に
加
え
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
都
市
改
造
が

旧
市
街
を
活
性
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
都
布
の
発
展
と
彼
の
事
績
を
重
ね
合
わ
せ
る
記
憶
が
増
幅
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
皇
帝
崇
拝
が
高
ま
る
な

か
六
五
年
、
騎
馬
像
は
建
造
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
政
府
に
よ
る
国
民
統
合
と
共
に
、
不
況
に
あ
え
ぐ
市
民
た
ち
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
賛
美
、
換
言

す
れ
ば
自
由
帝
政
の
見
直
し
を
迫
る
名
士
層
の
意
思
が
表
象
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
記
憶
に
仮
託
し
て
名
士
の

ア
ピ
ー
ル
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
来
訪
が
六
〇
年
余
の
長
き
に
わ
た
っ
て
集
合
的
記
憶
に
作
用
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
林
九
一
巻
一
号
二
〇
〇
八
年
［
月

は
　
じ
　
め
　
に

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
興
し
た
第
二
帝
政
の
存
立
が
、
市
民
や
民
衆
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
～
世
に
ま
つ
わ
る
「
記
憶
」
、
す
な
わ
ち
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
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説
に
大
き
く
拠
っ
て
い
た
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
伝
説
は
西
川
長
夫
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
起
源
を
近
世
以
前
に
も
　
観



た
ず
、
ま
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
そ
の
人
が
伝
説
形
成
の
一
翼
を
担
っ
た
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
近
代
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
伝
説
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
の
伝
説
は
単
な
る
昔
話
で
は
な
く
、
そ
の
作
用
の
幾
分
か
は
今
日
で
も
生
き
て
い
る
。
た
と

え
ば
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
大
陸
支
配
、
経
済
体
制
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
先
駆
で
あ
る
と
い
う
言
説
は
今
日
で
も
時
折
聞
か
れ
る
。
そ
こ
に
は
E
U

を
支
え
る
近
代
社
会
の
諸
理
念
を
輸
出
し
て
き
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
そ
の
根
源
は
大
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
な
の
だ
と
い
う
、
「
文
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

化
」
の
先
頭
を
走
り
続
け
た
が
ゆ
え
の
、
い
さ
さ
か
無
邪
気
な
自
負
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
実
際
に
は
、
服
部
春
彦
が
示
し
た
よ
う
に
ナ
ポ
レ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ン
の
大
陸
体
制
は
フ
ラ
ン
ス
帝
国
と
他
国
間
の
支
配
…
従
属
関
係
の
維
持
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
こ
の
点
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
先
駆
性

を
認
め
る
歴
史
学
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
、
ま
た
あ
る
程

度
そ
れ
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
伝
説
の
強
靭
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
み
語
ら
れ
て
き
た
の
で
は
無
論
な
い
。
む
し
ろ
伝
説
は
一
九
世
紀

か
ら
二
〇
世
紀
ま
で
フ
ラ
ン
ス
国
民
を
内
向
き
に
統
合
し
続
け
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
そ
の
国
民
性
の
好
戦
的
な
一
面
を
象
徴
し
て
き
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
没
落
後
の
至
楽
褒
既
も
単
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
人
気
の
盛
衰
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
々
に
彼
の
伝
説
が

い
か
に
摂
取
1
1
利
用
さ
れ
て
き
た
か
を
如
実
に
物
語
る
。
そ
れ
ゆ
え
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
国
忌
的
か
つ
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的

で
あ
る
と
い
う
二
律
背
反
的
な
特
徴
を
具
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
民
国
家
体
制
の
再
編
成
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
い
っ
そ
う
重
要
性
を
増
し

て
い
る
研
究
対
象
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
伝
説
の
研
究
は
、
一
九
八
○
年
代
以
降
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
近
年
の
歴
史
学
研
究
に
お
け
る
最
大
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

「
事
件
」
の
一
つ
、
『
記
憶
の
場
』
刊
行
が
大
き
く
与
っ
て
い
る
。
集
合
的
記
憶
を
表
象
す
る
あ
ら
ゆ
る
場
の
分
析
を
逓
じ
て
、
フ
ラ
ン
ス
的

国
民
意
識
の
あ
り
方
に
迫
っ
た
こ
の
壮
大
な
論
集
の
射
程
を
今
、
詳
し
く
述
べ
る
余
裕
は
な
い
。
た
だ
本
稿
と
の
関
連
で
い
う
な
ら
、
谷
川
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
コ
蕎
説
分
析
的
心
性
史
」
と
呼
ん
だ
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
あ
る
種
の
方
法
論
上
の
革
新
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
事
件
の
起
源
よ
り

も
そ
の
受
容
な
い
し
改
窟
を
重
視
す
る
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
手
稿
史
料
だ
け
で
な
く
、
従
来
な
ら
二
次
史
料
や
「
状
況
証
拠
」
と
さ
れ
た
よ
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ナポレオンの「記憶」試論（竹中）

う
な
も
の
が
第
～
級
の
史
料
と
な
り
う
る
。
そ
の
結
果
、
考
察
を
補
う
逸
話
と
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
「
伝
説
」
や
口
承
文
化
、
ま
た
モ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ユ
メ
ン
ト
な
ど
の
研
究
が
、
人
々
の
認
識
の
あ
り
よ
う
に
迫
る
も
の
と
し
て
集
合
心
性
史
の
最
前
線
に
踊
り
出
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
に
関
す
る
近
年
の
研
究
を
少
し
整
理
し
て
お
こ
う
。
「
記
憶
」
研
究
に
触
発
さ
れ
た
メ
ナ
ジ
ェ
は
、
一
九
世
紀

を
通
じ
て
見
ら
れ
た
為
政
者
に
よ
る
伝
説
の
政
治
利
用
と
民
衆
に
よ
る
受
容
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
上
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
よ
る
伝
説
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

利
用
を
、
メ
デ
ィ
ア
、
巡
幸
、
八
月
一
五
日
の
祭
典
と
に
わ
け
て
整
理
し
た
。
｝
方
、
コ
ル
バ
ン
は
『
人
食
い
の
村
』
に
お
い
て
、
民
衆
に
よ

る
貴
族
虐
殺
事
件
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
暴
力
と
皇
帝
崇
拝
の
密
接
な
関
係
、
歓
喜
と
殺
人
の
錯
綜
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
実
践
に
つ
い
て
解
読
し

　
　
⑧

て
い
る
。
さ
ら
に
両
者
の
示
し
た
図
式
を
批
判
的
に
摂
取
し
な
が
ら
、
よ
り
精
緻
に
考
察
し
た
実
証
研
究
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ル

バ
ン
に
師
事
し
た
ダ
リ
ソ
ン
は
セ
ー
ヌ
・
エ
・
マ
ル
ヌ
県
の
祭
典
を
対
象
に
し
た
学
位
論
文
に
お
い
て
、
第
二
帝
政
期
の
祭
典
や
公
式
セ
レ
モ

ニ
ー
の
テ
ー
マ
、
組
織
者
、
シ
ン
ボ
ル
と
い
っ
た
祭
り
の
構
造
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
実
践
の
関
わ
り
を
詳
細
に
分
析
し
た
ほ
か
、
『
三
色
旗
、

マ
リ
ア
ン
ヌ
、
皇
帝
』
に
お
い
て
は
、
復
古
王
政
か
ら
第
二
帝
政
ま
で
の
、
革
命
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
関
す
る
シ
ン
ボ
ル
の
流
用
に
つ
い
て
豊
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
「
伝
説
」
研
究
に
つ
い
て
言
え
ば
、
従
軍
し
た
兵
士
の
日
記
や
文
学
作
品
、
な
か
で
も
セ
ン
ト
日
ヘ
レ
ナ
文
学
の
分
析
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

通
じ
て
伝
説
の
起
源
に
迫
っ
た
井
上
幸
治
や
、
同
じ
く
文
学
テ
キ
ス
ト
を
史
料
と
し
な
が
ら
、
ユ
ゴ
ー
ら
が
い
か
に
伝
説
の
形
成
・
流
布
に
関

与
し
た
か
を
整
理
し
た
西
川
氏
の
研
究
は
、
も
は
や
古
典
の
地
位
を
築
い
て
い
る
。
ま
た
工
藤
光
一
は
第
二
帝
政
期
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
の

農
村
に
お
け
る
祭
典
を
取
り
上
げ
、
中
央
か
ら
の
ベ
ク
ト
ル
と
地
方
の
受
容
の
ズ
レ
な
い
し
は
共
同
空
間
に
お
け
る
不
協
和
音
と
い
う
視
角
を

　
　
　
⑧

提
供
し
た
。
杉
本
淑
彦
は
第
一
帝
政
期
の
「
記
憶
」
を
も
扱
い
、
パ
リ
を
舞
台
に
様
々
な
図
像
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
伝
説
の
創
造
に
果
た
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

役
割
を
活
写
し
て
み
せ
た
ほ
か
、
西
紫
黒
望
が
セ
ー
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ
ー
ル
県
に
お
け
る
伝
説
の
受
容
の
復
元
を
試
み
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
第
二
帝
政
の
支
持
基
盤
は
農
村
に
あ
る
と
い
う
の
が
通
説
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
都
市
部
の
研
究
、
特
に
～
つ
の

地
方
都
市
に
焦
点
を
絞
り
、
伝
説
の
受
容
1
1
「
記
憶
」
の
変
遷
を
扱
っ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
オ
ー
ト
・
ノ
ル
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マ
ン
デ
イ
！
の
首
邑
ル
ー
ア
ン
を
取
り
上
げ
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
と
い
う
の
も
ル
ー
ア
ン
を
県
庁
所
在
地
と
す
る

セ
ー
ヌ
縫
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ
ー
ル
県
は
、
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
の
定
着
と
い
う
点
で
、
非
常
に
興
味
深
い
事
例
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
メ
ナ
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
ブ
ル
ボ
ン
家
支
配
に
肯
定
的
な
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
に
あ
っ
て
、
セ
ー
ヌ
下
流
や
ル
ー
ア
ン
近
郊
は
そ
の
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

外
、
皇
帝
崇
拝
の
強
い
地
域
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
の
が
、
ル
ー
ア
ン
市
民
の
寄
付
に
よ
っ
て
一
八

六
五
年
に
完
成
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
騎
馬
像
で
あ
る
。

　
た
だ
し
第
二
帝
政
期
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
て
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
の
は
、
六
三
年
、
パ
リ
の
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
円
柱
の
上
に
再
び
姿
を
現
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
像
で
あ
ろ
う
。
ま
た
生
地
ア
ジ
ャ
ク
シ
オ
に
建

て
ら
れ
た
も
の
は
別
格
に
し
て
も
、
リ
ヨ
ン
や
ク
ー
ル
ブ
ヴ
ォ
ワ
で
も
彼
の
像
は
建
て
ら
れ
て
い
る
（
後
者
は
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
円
柱
上
に
三
三
年
か

ら
六
三
年
ま
で
据
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
移
転
し
た
も
の
）
。
騎
馬
像
で
い
え
ば
う
は
ロ
シ
ュ
時
シ
ュ
ル
u
ヨ
ン
、
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
、
モ
ン
ト
ロ
ー
”

フ
ォ
ル
・
ヨ
ン
ヌ
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
も
建
造
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ル
ー
ア
ン
が
特
殊
ケ
ー
ス
だ
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
う
ち
一
度
も
引
き
倒
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ル
ー
ア
ン
を
含
め
て
三
例
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　
と
な
れ
ば
、
当
地
の
皇
帝
崇
拝
、
帝
政
支
持
の
姿
勢
が
看
取
で
き
る
わ
け
だ
が
、
そ
も
そ
も
ル
ー
ア
ン
に
は
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
、
リ
ヨ
ン

（
百
日
天
下
）
や
ラ
・
ロ
シ
ュ
（
都
市
建
設
）
、
モ
ン
ト
ロ
ー
（
戦
勝
）
な
ど
の
よ
う
に
、
皇
帝
に
ま
つ
わ
る
目
だ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
な
い
。
ま

た
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
権
力
を
掌
握
し
た
当
初
、
ル
ー
ア
ン
市
民
は
彼
を
支
持
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
で
は
な
ぜ
市
民
感
情
は
変
化
し
た

の
か
。
何
が
市
民
の
熱
烈
な
皇
帝
崇
拝
を
生
み
出
し
、
支
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
市
中
心
部
に
置
か
れ
た
騎
馬
像
に
は
、
市
民
の
ど
の
よ
う
な
思

い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
い
に
こ
た
え
な
が
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
「
記
憶
」
の
あ
り
よ
う
の
一
側
面
を
浮
き
彫
り
に

す
る
こ
と
が
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

①
西
川
長
夫
ヲ
ラ
ン
ス
の
近
代
と
ボ
ナ
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
睡
岩
波
書
店
、

　
四
年
、
二
七
〇
頁
。

一
九
八

②
杉
本
淑
彦
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
意
識
」
谷
川
稔
編
『
歴
史
と
し
て
の

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
隔
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
二
年
、
二
三
六
一
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ナポレオンの「記憶」試論（竹中）

　
二
三
九
頁
。

③
服
部
春
彦
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
i
「
大
陸
体
制
」
の
夢
と
現

　
実
偏
紀
平
英
作
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
理
念
と
軌
跡
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

　
二
〇
〇
四
年
。

④
℃
・
瓢
。
冠
（
偏
5
”
二
目
ミ
§
寒
ミ
§
ミ
“
勺
鼠
ω
レ
リ
。
。
蒔
山
㊤
露
層

⑤
谷
川
面
謁
記
憶
の
場
鋤
の
彼
方
に
」
P
・
ノ
ラ
編
、
谷
川
稔
監
訳
『
記
憶
の

　
場
　
　
一
　
対
⊥
又
』
山
石
波
蜘
日
店
、
　
二
〇
〇
二
年
、
　
⊥
ハ
百
ハ
。

⑥
同
上
、
四
一
五
頁
。

⑦
ゆ
■
ζ
価
犀
σ
Q
Φ
「
ト
題
ξ
ミ
§
糺
袋
鷺
ミ
魯
℃
巴
ω
弘
㊤
c
。
。
。
「

⑧
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
、
石
井
洋
二
郎
・
石
井
啓
子
訳
『
人
食
い
の
村
臨
藤
原
書

　
店
、
一
九
九
七
年
。

⑨
図
．
U
巴
静
。
p
津
川
象
ミ
ご
袋
騎
§
O
§
ヤ
§
禽
§
ミ
§
ミ
ミ
譜
ミ

　
ミ
竃
N
ミ
§
、
憲
§
ミ
ミ
、
鳳
ミ
§
§
智
寒
恥
N
義
§
浄
馬
ミ
ー
ミ
藷
さ
ミ
免
貸
。
。
猿

　
く
駝
緯
℃
費
グ
一
8
メ
鳥
。
‘
卜
守
防
w
、
駐
q
§
N
§
3
§
識
§
ミ
鳴
こ
時
謡
S
鴨
、
馬
ミ
弓

　
忍
野
§
“
ミ
騨
ミ
讐
N
ミ
心
N
義
義
忌
ミ
ミ
題
§
等
鋤
、
§
嵐
。
。
錺
－
N
O
。
溝
勺
鼠
し
。
甲

　
鱒
O
O
野
第
二
帝
政
下
の
祭
典
研
究
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
寓
、
月
三
①
ω
匹
Φ
戸

　
魯
ミ
§
§
㌔
．
誉
N
ミ
鎚
卜
§
鞘
ξ
ミ
“
。
、
N
b
d
§
§
ミ
尉
§
蹴
§
痩
身
等
意
竃
ミ
辞

　
嵐
。
。
も
心
。
。
鳶
○
改
0
5
一
8
メ
菊
．
ω
磐
。
。
o
P
い
器
賦
鳳
ミ
ミ
辱
奄
尉
無
§
轡
鼠
§
竃

第
【
章
騎
馬
像
概
観

　
、
～
鼠
§
ミ
免
食
謎
り
山
㎏
鐸
勺
舘
一
ρ
一
④
圃
①
■
ま
た
工
藤
光
｝
「
「
国
民
祭
典
偏
と
農

　
村
世
界
の
政
治
文
化
一
第
二
帝
政
下
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
1
」
『
思

　
想
輪
八
三
六
号
、
～
九
九
四
年
、
は
、
第
二
帝
政
下
の
祭
典
研
究
の
可
能
性
と
射

　
程
を
整
理
す
る
上
で
非
常
に
有
用
。
さ
ら
に
即
ω
雪
ω
o
P
．
ビ
Φ
嵩
8
⇔
営
δ
8

　
舜
斤
δ
⇒
巴
Φ
匿
ω
Φ
8
昆
国
司
O
一
塁
、
」
巨
Ω
．
O
o
監
鵠
Φ
け
鉱
（
践
．
）
層
卜
跨
器
ミ
賜

　
智
N
ミ
ミ
漉
幕
砺
萄
§
窺
§
k
緯
－
め
9
偽
§
N
舞
℃
o
H
グ
則
り
り
伊
．
伝
説
の
受
容
に
関
す

　
る
最
新
の
成
果
と
し
て
は
、
窯
■
℃
Φ
葺
窪
F
ξ
o
§
ド
譜
貯
博
毒
ミ
韓
耐
こ
§
㍗

　
§
誌
℃
曽
隠
。
。
」
り
り
O
．

⑳
井
上
幸
治
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
の
成
立
」
『
思
想
駈
五
五
七
号
、
一
九
七
〇
年

　
一
一
月
。

⑪
　
工
藤
、
前
掲
論
文
。

⑫
杉
本
淑
彦
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
と
パ
リ
臨
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

⑬
西
願
広
望
「
王
政
復
古
期
に
お
け
る
民
衆
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
－
伝
説
を
表

　
現
し
た
メ
デ
ィ
ア
に
注
遷
し
て
i
」
『
耽
幌
学
院
商
経
論
集
隔
一
八
i
一
、
二

　
〇
〇
　
年
。
同
「
総
裁
政
府
期
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
末
期
ま
で
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

　
ダ
に
つ
い
て
」
門
札
幌
学
院
商
経
論
集
賑
　
一
九
一
三
、
二
〇
〇
三
年
。

⑭
ζ
雪
Q
σ
Q
①
お
魯
ミ
も
』
。
。
．

　
ま
ず
騎
馬
像
の
基
本
的
な
特
徴
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
建
造
が
ル
ー
ア
ン
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
五
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
こ
と
で
あ
る
。
県
議
会
が
こ
れ
を
発
議
し
、
ル
ー
ア
ン
市
民
の
み
な
ら
ず
広
く
県
民
に
寄
付
が
募
ら
れ
た
。
し
か
し
折
か
ら
の
重
工
業
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

振
の
た
め
計
画
は
～
時
頓
挫
し
た
。
実
際
の
工
事
は
六
三
年
に
な
っ
て
始
ま
り
、
六
五
年
八
月
一
五
日
に
よ
う
や
く
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
た
。

設
置
場
所
は
市
庁
舎
正
面
の
市
役
所
広
場
で
あ
っ
た
（
図
－
）
。
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ナポレオンの「記憶」試論（竹申）

　
そ
れ
で
は
デ
ュ
ブ
レ
作
の
騎
馬
像
本
体
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
図
2
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
像
は
両
足
を
あ
げ
た
荒
馬
に
ま
た
が
る
軍
服
姿

の
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
表
現
し
て
い
る
。
馬
は
西
を
向
き
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
や
や
左
斜
め
前
を
向
い
て
い
る
。
彼
は
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
二
角

帽
は
か
ぶ
ら
ず
、
右
手
に
持
っ
て
い
る
。
材
質
に
目
を
転
じ
る
と
、
台
座
の
前
面
プ
レ
ー
ト
に
は
、
こ
の
像
が
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
戦
い
で

獲
得
し
た
大
砲
を
鋳
溶
か
し
て
造
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
軍
服
、
荒
馬
、
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
と
い
う
特
徴
か
ら
、
こ
の
像
が
大
陸
支
配

者
と
し
て
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
彼
の
軍
事
栄
光
を
顕
彰
し
て
い
る
こ
と
は
瞭
然
で
あ
る
。

　
デ
マ
レ
作
の
台
座
に
注
目
す
る
と
、
左
右
側
面
に
は
赤
大
理
石
で
作
ら
れ
た
四
つ
の
プ
レ
ー
ト
が
は
め
込
ま
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
意
味
す
る

鷲
と
N
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
装
飾
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
四
つ
の
プ
レ
ー
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
フ
ラ
ン
ス
馳
駅
」
「
政
教
和
約
」
「
民
法
典
」

「
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
」
の
字
句
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
台
座
後
正
面
に
、
ブ
ロ
ン
ズ
の
浅
浮
き
彫
り
が

据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
3
）
。
こ
れ
は
、
一
八
〇
二
年
、
第
一
統
領
で
あ
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ル
ー
ア
ン
を
訪
れ
た
さ
い
、
セ
ー

ヌ
左
岸
の
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・
サ
ン
”
ス
ヴ
ェ
ー
ル
の
工
場
群
を
視
察
し
、
そ
の
中
の
最
年
長
の
労
働
者
に
施
し
を
与
え
た
時
の
様
子
を
描
い
た
、

イ
ザ
ベ
の
デ
ッ
サ
ン
を
基
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
台
座
に
は
産
業
保
護
、
宗
教
対
立
の
解
消
、
市
民
的
権
利
の
保
障
な

ど
主
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
内
政
面
の
業
績
が
称
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
騎
馬
像
全
体
が
訴
え
て
い
る
も
の
を
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
視
点
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
第
二
帝
政
の
国
民
統
合
で
あ
ろ

う
。
六
五
年
と
い
え
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
が
デ
ン
マ
ー
ク
戦
争
の
処
理
を
め
ぐ
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
対
決
姿
勢
を
明
確
に
し
、
宰
相
ビ
ス
マ
ル

ク
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
会
談
を
行
な
っ
て
普
填
戦
争
時
の
中
立
関
係
が
密
約
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
ク
リ
ミ
ア
戦
争
（
五
三
年
）
、
イ
タ
リ
ア
戦

争
（
五
九
年
）
も
含
め
、
フ
ラ
ン
ス
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
問
の
争
い
の
只
中
に
い
る
頃
で
あ
る
か
ら
、
来
る
べ
き
戦
争
に
備
え
て
国
民
の
愛
国

心
を
鼓
舞
す
る
に
は
、
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
勝
者
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
打
っ
て
つ
け
の
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
労
働
運
動
が
激
化
し
た
時

期
で
も
あ
り
、
国
民
の
不
安
を
対
外
戦
争
に
む
け
る
狙
い
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
記
憶
」
の
戦
略
は
、
権
力
者
に

よ
る
「
上
か
ら
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
す
る
、
市
民
の
「
下
か
ら
」
の
同
意
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
騎
馬
像
を
建
て
た
地
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方
市
民
の
思
惑
も
検
討
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
六
五
年
に
こ
の
よ
う
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
建
造
す
る
に
い
た
っ
た
市
民
感
情
は
い
か
に
し
て
形
づ
く
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
場
面

が
台
座
後
正
面
に
描
か
れ
る
ほ
ど
、
市
民
に
印
象
を
残
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ル
ー
ア
ン
来
訪
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
次
章
で
は

主
に
生
前
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
ル
ー
ア
ン
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
。

　
①
旨
も
■
O
訂
｝
ぎ
p
ξ
ミ
§
鴨
口
無
ミ
§
馳
国
。
二
戸
6
。
。
♪
署
．
郎
∴
ω
マ
　
　
　
　
ミ
§
§
§
冴
あ
。
器
戸
6
箋
（
H
伽
ぎ
箕
ω
ω
ω
δ
昌
q
巴
．
a
三
8
匹
巴
○
。
刈
O
）
も
■
ω
8
・

　
②
客
勺
9
窪
〆
窪
ミ
§
ミ
執
鳶
§
、
・
§
ミ
㌧
ミ
§
幕
さ
§
胃
肉
§
ミ
譜
義

第
二
章
「
記
憶
」
の
起
源

（【

j
　
最
初
の
ル
ー
ア
ン
来
訪

ナポレオンの「記憶」試論（竹中〉

　
一
七
九
九
年
＝
月
九
日
（
共
和
八
年
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
八
日
）
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
権
力
を
掌
握
し
た
直
後
、
ル
ー
ア
ン
市
民
は
ど
の
よ
う
な
反

応
を
見
せ
た
だ
ろ
う
か
。
ル
ー
ア
ン
は
一
八
世
紀
に
綿
工
業
と
海
上
商
業
に
よ
り
発
展
を
続
け
て
い
た
が
、
前
者
は
、
～
七
八
六
年
越
結
ば
れ

た
英
仏
通
商
航
海
条
約
に
よ
っ
て
安
価
な
イ
ギ
リ
ス
製
品
が
国
内
市
場
に
流
入
し
た
た
め
、
大
打
撃
を
蒙
っ
て
い
た
。
後
者
に
し
て
も
九
一
年

ま
で
は
革
命
前
か
ら
の
活
況
を
維
持
し
て
い
た
が
、
九
二
年
の
サ
ン
“
ド
マ
ン
グ
の
奴
隷
反
乱
、
九
三
年
の
対
英
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

上
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
上
総
裁
政
府
期
に
は
、
選
挙
結
果
を
無
効
に
す
る
ク
ー
デ
タ
を
政
府
自
身
が
繰
り
返
し
て
い
た
た
め

政
治
不
信
が
蔓
延
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ク
ー
デ
タ
に
さ
い
し
て
も
、
市
民
は
お
よ
そ
無
関
心
で
あ
り
、
そ
の
承
認
の
是
非
を

問
う
国
民
投
票
も
低
調
で
あ
っ
た
。
投
票
総
数
は
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
で
あ
る
が
、
九
三
年
憲
法
の
承
認
の
さ
い
の
投
票
数
三
四
七
〇
、
共
和
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

年
の
憲
法
承
認
の
さ
い
の
五
四
五
八
と
比
べ
れ
ば
、
大
き
く
見
劣
り
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
程
な
く
し
て
ル
ー
ア
ン
市
民
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
支
持
へ
と
傾
倒
し
て
ゆ
く
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
県
知
事
設
置
を
は
じ
め
と
す
る
中
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央
集
権
的
政
策
の
成
功
、
山
賊
や
フ
ク
ロ
ウ
党
弾
圧
に
よ
る
治
安
回
復
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
創
設
に
代
表
さ
れ
る
財
政
改
革
、
政
教
和
約
締
結
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

よ
る
宗
教
村
立
の
解
消
、
ま
た
国
有
財
産
保
有
者
の
権
利
擁
護
、
革
命
期
の
名
士
層
の
復
権
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
何
よ
り
市
民
に
期

待
を
抱
か
せ
た
の
は
、
戦
勝
に
よ
る
平
和
の
実
現
と
こ
れ
が
も
た
ら
し
た
好
況
で
あ
ろ
う
。
一
入
〇
一
年
の
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
の
和
約
、
同
年
一

〇
月
の
英
仏
講
和
条
約
の
予
備
条
約
締
結
、
そ
し
て
〇
二
年
の
ア
ミ
ア
ン
の
和
約
締
結
に
よ
っ
て
ル
ー
ア
ン
の
海
上
商
業
は
V
字
園
復
を
果
た

す
。
｝
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
共
和
一
〇
年
の
ル
ー
ア
ン
港
出
航
船
舶
数
は
～
七
八
九
年
水
準
の
九
五
％
、
積
載
ト
ン
数
の
七
七
％
に
ま
で
戻
っ

　
　
　
　
④

た
の
で
あ
る
。
ま
た
綿
工
業
は
綿
花
の
供
給
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
統
領
政
府
期
、
帝
政
初
期
に
機
械
化
、
生
産
能
力
の
増
大
を
み

な
が
ら
発
展
を
遂
げ
る
。
一
七
八
二
年
に
は
ル
ー
ア
ン
徴
税
管
区
全
体
で
一
九
、
八
六
五
台
の
織
…
機
が
あ
っ
た
が
、
～
八
〇
五
年
に
は
セ
ー
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ
ー
ル
県
だ
け
で
七
三
、
九
〇
八
台
、
そ
の
う
ち
の
五
二
、
○
○
○
台
強
が
ル
ー
ア
ン
郡
に
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
華
々
し
い
成
果
は
国
民
投
票
に
如
実
に
反
映
さ
れ
る
。
～
八
〇
二
年
の
終
身
統
領
就
任
を
定
め
る
国
民
投
票
に
お
い
て
、
「
賛
成
」
に
投
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
た
ル
ー
ア
ン
市
民
は
三
、
六
〇
〇
を
超
え
た
。

　
こ
う
し
た
情
勢
下
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
〇
二
年
一
〇
月
末
か
ら
一
一
月
目
か
け
て
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
を
巡
幸
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

イ
ー
が
選
ば
れ
た
の
は
、
か
の
地
が
当
時
、
経
済
的
・
戦
略
的
に
最
重
要
地
域
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
巡
幸
の
目
的
は
、
第
一
に
、

将
来
の
王
朝
的
体
制
へ
の
移
行
も
見
据
え
た
権
力
の
可
視
化
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
他
に
行
政
・
司
法
政
策
の
実
効
視
察
、
世
論
の
杷
握
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

地
方
エ
リ
ー
ト
と
の
直
接
の
対
面
な
ど
の
狙
い
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
そ
れ
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
来
訪
の
様
子
を
整
理
し
よ
う
。
〇
二
年
一
か
月
三
〇
日
（
共
和
＝
年
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
八
日
）
、
彼
は
県
境
で
憲
法
上

の
諸
機
関
、
県
知
事
ブ
ー
ニ
ョ
、
大
司
教
カ
ン
バ
セ
レ
ス
、
軍
の
士
宮
、
憲
兵
の
ほ
か
先
乗
り
し
て
い
た
内
相
シ
ャ
プ
タ
ル
、
海
軍
相
フ
ォ
ル

フ
ェ
ら
に
出
迎
え
ら
れ
、
ル
ー
ア
ン
市
に
向
か
う
。
そ
し
て
市
の
境
界
サ
ン
・
ポ
ー
ル
広
場
で
市
長
ド
ゥ
フ
ォ
ン
ト
ネ
と
市
議
会
が
出
迎
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

楽
市
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
な
わ
れ
た
。
市
長
が
こ
の
日
の
た
め
に
特
注
し
て
い
た
市
門
の
鍵
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
渡
す
と
、
彼
は
こ
れ
を
市
長
に
返

却
し
な
が
ら
も
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
早
う
。
「
し
か
し
私
が
守
る
べ
き
、
ま
た
誰
か
に
委
ね
た
く
な
い
鍵
が
他
に
あ
る
。
そ
れ
は
ル
ー
ア
ン
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ナポレオンの「記憶」試論（竹申）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

市
民
と
県
民
の
心
の
鍵
で
あ
る
。
」
こ
の
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
凱
旋
門
を
く
ぐ
り
、
市
民
の
大
歓
声
の
な
か
を
市
中
心
部
へ
と
向
か
う
。
夜
に

な
っ
て
街
路
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
照
ら
し
出
さ
れ
、
盛
大
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　
到
着
し
た
日
の
夜
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
県
知
事
公
邸
で
名
士
を
引
見
し
、
宴
会
で
親
交
を
深
め
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
満
足
す
る
人
物
で
は
な

か
っ
た
。
翌
日
、
彼
は
ル
ー
ア
ン
近
郊
を
視
察
し
た
後
、
カ
ン
バ
セ
レ
ス
と
共
に
ミ
サ
に
参
加
し
、
夕
方
に
は
市
議
会
の
メ
ン
バ
ー
の
訪
問
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

受
け
て
い
る
。
こ
の
さ
い
に
市
か
ら
ワ
イ
ン
四
〇
本
と
ジ
ャ
ム
四
〇
箱
が
若
き
為
政
者
に
送
ら
れ
た
。
次
い
で
一
一
月
～
日
に
は
オ
ワ
セ
ル
、

プ
チ
・
ク
ヴ
ィ
リ
と
い
っ
た
近
隣
の
小
都
市
や
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
を
視
察
し
た
後
、
市
内
の
知
識
人
、
中
央
学
校
教
授
、
林
野
・
河
川
行
政
関
係

の
役
人
、
エ
ル
ブ
フ
の
製
造
業
者
を
引
見
し
、
さ
ら
に
夜
は
観
劇
に
出
か
け
て
い
る
。
二
日
に
は
マ
ル
タ
ン
ヴ
ィ
ル
地
区
の
兵
舎
を
訪
れ
、
兵

士
と
同
じ
食
事
を
取
っ
た
後
、
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・
サ
ン
”
ス
ヴ
ェ
ー
ル
の
工
場
群
を
視
察
し
た
。
こ
の
と
き
に
最
年
長
の
労
働
者
に
施
与
し
た

こ
と
は
前
章
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
三
日
に
は
予
定
に
は
な
か
っ
た
エ
ル
ブ
フ
へ
の
視
察
を
行
い
、
夜
の
宴
で
は
名
士
た
ち
が
急
遽
組
織
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
、
ル
ー
ア
ン
お
よ
び
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
工
業
製
品
展
示
会
を
巡
り
実
業
家
た
ち
と
交
流
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
精
力
的
な
行
動
は
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
ー
の
工
業
力
を
直
接
把
握
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
ミ
サ
や
引
見
、
観
劇
、
そ
し
て
四
日
に
行
わ
れ
た
閲
兵
式
も
含
め
て
、
自
身
の

姿
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
さ
せ
る
狙
い
も
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
事
実
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
市
民
に
熱
狂
的
に
迎
え
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
の
様
子
を
、
百
日
天
下
時
の
市
長
キ
ュ
ル
メ
ル
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　
　
国
家
元
首
を
と
り
ま
く
ル
ー
ア
ン
の
人
々
の
な
か
に
は
、
慎
重
に
も
、
ル
ー
ア
ン
の
人
々
の
冷
た
い
気
質
を
予
想
す
る
者
も
い
た
が
、
全
く
別
の
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
起
き
た
。
歓
迎
は
桁
外
れ
な
も
の
だ
っ
た
。

で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ど
の
よ
う
な
為
政
者
と
し
て
、
ル
ー
ア
ン
で
歓
迎
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
『
ル
ー
ア
ン
新
聞
』
に
知
事
ブ
ー
ニ
ョ
が

寄
せ
た
一
文
を
見
よ
う
。

　
　
市
民
諸
藩
、
二
日
後
、
第
｛
統
領
が
あ
な
た
方
の
街
に
や
っ
て
来
る
。
彼
こ
そ
あ
な
た
方
が
戦
勝
、
平
和
、
道
徳
・
秩
序
・
法
律
の
復
帰
に
恩
義
を
感
じ

　
　
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
物
で
あ
る
。
平
時
と
同
様
に
戦
時
に
お
い
て
も
疲
れ
を
知
ら
ぬ
彼
の
行
動
が
労
働
に
次
ぐ
労
働
を
引
き
受
け
、
彼
は
そ
の
命
ま
た
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人
生
の
全
て
の
時
間
を
あ
な
た
方
の
幸
福
に
捧
げ
て
い
る
。
〔
中
略
〕
彼
は
あ
な
た
方
の
必
要
と
す
る
も
の
、
ま
た
あ
な
た
方
の
財
産
に
つ
い
て
視
察
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
に
来
ら
れ
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
農
業
、
商
業
、
そ
し
て
古
来
あ
な
た
方
の
名
を
誉
れ
高
い
も
の
に
し
て
き
た
技
芸
を
再
び
活
気
づ
け
る
た
め
に
。

さ
ら
に
ブ
ー
ニ
ョ
は
県
知
事
公
邸
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
訪
問
を
次
の
よ
う
に
祝
し
た
。

　
　
あ
な
た
の
こ
の
県
へ
の
到
来
は
、
勤
勉
な
家
族
の
願
い
を
満
た
す
も
の
で
す
。
彼
ら
は
あ
な
た
の
福
祉
の
た
め
に
集
い
、
そ
の
幸
福
を
与
え
て
く
れ
た
人

　
　
の
こ
と
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
こ
こ
で
、
施
設
の
十
分
整
っ
た
港
、
稼
働
中
の
作
業
場
、
復
活
し
た
商
業
、
そ
し
て
全
て
の
新
し
い

　
　
繁
栄
の
要
素
が
平
和
の
陰
で
、
ま
た
あ
な
た
の
栄
光
の
魅
力
の
も
と
で
、
発
展
し
て
い
る
の
を
み
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
平
和
、
こ
の
栄
光
、
こ
の
躍
動
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
現
在
の
情
熱
と
将
来
の
繁
栄
、
全
て
は
あ
な
た
の
業
績
な
の
で
す
。

　
ま
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
出
迎
え
た
凱
旋
門
上
部
の
装
飾
は
「
技
芸
と
豊
穣
の
像
が
第
一
統
領
の
肖
像
を
支
え
、
こ
れ
に
付
き
添
う
フ
ラ
ン
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

精
髄
（
像
）
が
月
桂
樹
の
枝
を
彼
に
手
渡
し
て
い
る
。
ま
た
勝
利
の
像
が
そ
れ
に
平
和
の
オ
リ
ー
ブ
を
結
び
つ
け
て
い
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

加
え
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
宿
泊
し
た
県
知
事
公
邸
玄
関
に
は
「
平
和
の
英
雄
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
以
上
を
整
理
す
る
な
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は

「
戦
勝
」
「
平
和
と
秩
序
」
「
経
済
的
繁
栄
」
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
為
政
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
装
飾
に
こ
め
ら
れ

て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
至
愚
式
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
君
主
へ
の
「
要
望
」
で
あ
り
、
か
つ
ナ
ポ
レ
オ
ン
個
人

へ
の
賛
美
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
歓
迎
に
彼
自
身
も
大
変
満
足
し
た
よ
う
で
あ
る
。
兄
ジ
ョ
ゼ
フ
あ
て
の
書
簡
の
な
か
で
は
「
リ
ヨ
ン
と
同
じ
く
ル
ー
ア
ン
に
も
満

足
し
ま
し
た
。
こ
の
街
は
私
を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
愛
着
の
証
を
示
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
目
に
す
る
も
の
全
て
が
慰
み
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

本
当
に
こ
の
美
し
く
善
良
な
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
を
愛
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
真
の
フ
ラ
ン
ス
で
す
。
」
と
手
放
し
の
褒
め
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ル
ー
ア
ン
に
対
す
る
優
遇
措
置
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
ゆ
く
。
一
八
〇
二
年
末
、
彼
は
ル
ー
ア
ン
を
含
め
た
各
地
の
商
業
会
議

所
の
再
建
を
認
め
た
が
、
こ
れ
以
後
当
地
の
綿
工
業
は
絶
頂
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
同
年
、
市
内
に
存
す
る
機
械
制
綿
糸
工
場
は
二
つ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

あ
っ
た
が
、
〇
六
年
に
は
一
〇
、
〇
七
年
に
は
五
三
と
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
ま
た
〇
三
年
、
ア
カ
デ
ミ
ー
再
建
も
許
可
し
、
さ
ら
に
は
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⑳

カ
ン
バ
セ
レ
ス
の
枢
機
卿
昇
進
に
さ
い
し
て
も
推
薦
の
労
を
と
っ
て
い
る
。
人
々
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ
の
支
持
は
想
像
に
難
く
な
い
。
〇
四
年
、

帝
政
移
行
を
決
定
す
る
国
民
投
票
の
さ
い
、
県
内
で
は
六
四
、
二
〇
八
票
が
「
賛
成
」
、
｝
○
票
が
「
反
対
」
で
あ
っ
た
。
圧
倒
的
多
数
も
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
と
な
が
ら
、
投
票
率
が
前
回
（
〇
二
年
）
よ
り
三
八
・
五
％
も
増
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
　
二
度
目
の
ル
ー
ア
ン
来
訪
と
帝
政
の
崩
壊

ナポレオンの「記憶」試論（竹中）

　
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
は
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
包
囲
網
の
中
に
お
か
れ
、
海
上
商
業
は
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
完
全
に
遮
断
さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
時
期
の
県
内
諸
港
に
関
す
る
政
府
報
告
に
ル
ー
ア
ン
に
関
す
る
記
述
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
か
え
っ
て
そ
の
悲
惨
な
状
況
を
物
語

　
　
　
　
⑳

っ
て
い
よ
う
。
綿
工
業
の
道
程
も
順
調
で
な
か
っ
た
。
一
八
〇
三
年
以
後
の
ル
ー
ア
ン
公
設
市
場
に
お
け
る
綿
糸
販
売
量
は
、
〇
四
年
か
ら
〇

五
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、
そ
の
後
数
度
の
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
。
〇
六
年
に
は
市
内
の
紡
績
工
場
の
三
分
の
二
が
閉
鎖
さ
れ
、
○
八
年
の

不
況
で
は
、
ル
ー
ア
ン
郡
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
紡
績
工
、
織
布
工
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
、
一
七
六
人
か
ら
三
、
四
一
二
人
、
七
八
、
四
一
〇

人
か
ら
二
九
、
四
四
〇
人
に
激
減
し
た
。
一
〇
年
の
上
期
に
は
生
産
が
拡
大
す
る
も
の
の
、
半
ば
に
は
よ
り
深
刻
な
危
機
が
訪
れ
る
こ
と
に
な

る
。
全
国
的
な
不
況
が
ル
ー
ア
ン
を
直
撃
し
た
の
だ
が
、
こ
う
し
た
危
機
は
海
上
戦
争
と
サ
ン
・
ド
マ
ン
グ
の
独
立
、
ア
メ
リ
カ
の
出
航
禁
止

法
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
の
勃
発
な
ど
に
よ
る
綿
花
供
給
の
停
滞
、
そ
し
て
〇
六
年
以
後
の
輸
入
関
税
引
き
上
げ
に
よ
る
価
格
高
騰
が
複
合
的
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

わ
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
〇
年
五
月
三
〇
日
、
皇
帝
が
新
婦
マ
リ
ー
・
ル
イ
ー
ズ
を
伴
っ
て
ル
ー
ア
ン
を
訪
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
た
。
今
圃
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

前
回
と
同
様
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
執
り
行
わ
れ
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
観
劇
も
為
さ
れ
た
。
工
業
三
訂
展
示
会
は
規
模
を
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
、
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

性
た
ち
に
よ
っ
て
特
産
品
が
皇
妃
に
献
上
さ
れ
る
な
ど
、
経
済
保
護
の
陳
情
に
か
け
る
名
士
の
必
死
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
皇
帝

は
市
内
の
視
察
に
も
余
念
が
な
か
っ
た
。
今
回
彼
が
注
目
し
た
の
は
、
セ
ー
ヌ
川
に
か
か
る
橋
で
あ
る
。
ル
ー
ア
ン
は
セ
ー
ヌ
川
が
市
南
部
を

東
西
に
流
れ
て
い
る
が
、
両
岸
を
結
ぶ
橋
は
、
一
七
世
紀
か
ら
舟
橋
で
代
用
し
て
お
り
、
流
通
を
大
き
く
停
滞
さ
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
皇
帝
は
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⑳

経
済
発
展
の
限
界
に
鑑
み
、
五
橋
（
石
橋
）
の
建
設
を
命
ず
る
。
二
九
年
に
完
成
す
る
こ
の
橋
を
彼
が
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
架
橋

工
事
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
後
の
市
経
済
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
波
及
効
果
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
帝
政
末
期
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ
の
支
持
は
急
速
に
収
縮
し
て
ゆ
く
。
商
工
業
の
停
滞
に
加
え
、
帝
政
貴
族
の
創
出
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

の
離
反
を
招
き
、
飽
く
な
き
戦
争
が
加
速
度
的
に
徴
兵
人
員
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
で
市
民
の
間
に
厭
戦
ム
ー
ド
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
た
と
え

ば
「
帝
国
リ
セ
」
は
給
費
制
度
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
生
数
が
三
〇
〇
名
弱
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
同
時
期
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
コ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ジ
ュ
に
は
常
時
一
、
0
0
0
人
を
超
す
学
生
が
い
た
と
い
う
。
先
の
キ
ユ
ル
メ
ル
も
一
〇
年
に
「
私
ほ
ど
偉
大
な
皇
帝
を
評
価
し
て
い
る
者
は

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
私
は
、
彼
の
名
と
庇
護
の
も
と
に
、
官
吏
ど
も
が
遠
慮
な
く
非
軍
人
た
ち
を
征
服
民
の
よ
う
に
扱
う
の
に
は
鼻
持
ち
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
警
察
国
家
へ
の
不
満
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
ゆ
え
転
戦
す
る
夫
に
代
わ
り
、
＝
二
年
九
月
、
マ
リ
ー
・
ル
イ
ー
ズ
が
来
訪
し
石
橋
の
定
礎
式
に
出
席
し
た
際
に
も
、
以
前
の
よ
う
な

熱
狂
は
ま
き
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
鍵
の
授
与
や
ワ
イ
ン
の
謹
呈
な
ど
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
も
為
さ
れ
工
場
視
察
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
多
く
の
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

民
が
集
ま
っ
た
と
は
い
え
、
彼
ら
は
皆
押
し
黙
っ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
知
事
の
内
相
あ
て
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
皇
妃
来
訪
の
報
せ
を
聞
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ル
ー
ア
ン
の
名
士
た
ち
は
徴
発
を
恐
れ
て
市
外
に
逃
げ
出
し
、
そ
れ
ゆ
え
知
事
は
随
行
団
の
宿
を
確
保
す
る
の
に
苦
慮
し
て
い
る
。
＝
月
の

報
告
は
、
帝
政
に
も
は
や
愛
着
を
持
た
な
い
商
人
、
沈
黙
を
守
る
貴
族
、
そ
し
て
帝
政
の
危
機
を
一
七
九
三
年
か
ら
九
四
年
の
危
機
に
な
ぞ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

え
て
、
カ
フ
ェ
で
革
命
歌
を
歌
う
「
ジ
ャ
コ
バ
ン
」
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
市
民
た
ち
の
公
然
た
る
反
抗
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
一
八
一
四
年
、
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
帝
政
は
驚
く
ほ
ど
あ
っ
け
な
く
倒
れ
た
。
四
月
六
日
の
退
位
の
一
報
の
直
後
、
当
地
を
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
て
い
た
ジ
ュ
ル
ダ
ン
元
帥
は
軍
に
対
し
て
ル
イ
～
警
世
へ
の
忠
誠
を
求
め
る
通
達
を
発
し
、
率
先
し
て
白
旗
を
三
色
旗
に
代
え
て
掲
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

県
知
事
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
・
ド
・
ジ
ラ
ル
ダ
ン
も
新
体
制
を
間
も
な
く
支
持
し
、
そ
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
甫
長
に
任
命
さ
れ
、
男
爵
で
も

あ
っ
た
ル
ズ
リ
エ
・
ド
目
ラ
ほ
マ
ル
テ
ル
冒
①
N
霞
§
匙
Φ
莚
ζ
罠
Φ
H
は
ブ
ル
ボ
ン
家
へ
の
支
持
を
表
明
し
て
、
市
内
に
次
の
よ
う
な
掲
示
を

出
さ
せ
た
。
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抑
圧
的
な
政
府
が
、
庇
護
的
・
福
祉
的
な
権
力
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
世
界
は
息
を
吹
き
返
し
、
血
は
流
れ
る
の
を
止
め
る
だ
ろ
う
。

徴
兵
は
も
は
や
な
い
。
ル
ー
ア
ン
住
民
よ
、
旧
来
の
王
朝
に
忠
誠
を
誓
お
う
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
わ
れ
ら
の
叫
び
が
聞
か
れ
ん
こ
と
を
。
国
王
ば
ん
ざ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ル
イ
一
八
世
ば
ん
ざ
い
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
体
制
は
「
平
和
」
「
秩
序
」
と
「
経
済
的
繁
栄
」
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
ル
ー
ア
ン
市
民
に
受
容
さ
れ
た
体
制
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
間
断
な
い
戦
争
と
徴
兵
に
よ
る
混
乱
、
そ
し
て
経
済
危
機
は
そ
の
ま
ま
体
制
へ
の
失
望
に
直
結
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン

伝
説
に
は
幕
が
下
ろ
さ
れ
た
か
に
見
え
た
の
だ
っ
た
。

①
服
部
春
彦
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
大
陸
封
鎖
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
世
論
の
動
向
－

　
第
一
帝
政
吏
研
究
へ
の
～
視
角
1
』
（
平
成
一
五
一
皿
六
年
度
科
学
研
究
費
補

　
助
金
　
基
盤
研
究
（
C
）
（
二
）
研
究
成
果
報
告
書
）
二
〇
〇
五
年
三
月
、
一
八

　
頁
。

②
ρ
野
ぎ
営
偽
§
き
喜
N
§
§
、
、
§
ミ
簿
§
ミ
ミ
き
ミ
竜
田
博
N
肉
ミ
§
丸
。
。
8

　
－
㎏
○
。
N
獅
〉
匡
曾
玲
。
戸
8
0
一
甲
や
b
。
窃
O
・
門
賛
成
」
と
し
た
の
は
二
〇
〇
〇
票
弱
、

　
門
反
対
漏
は
四
票
。

③
O
訂
ぎ
ρ
ξ
ミ
§
ミ
肉
9
馬
§
も
℃
．
や
9
ル
ー
ア
ン
随
一
の
名
士
で
あ
り
、

　
革
命
以
降
、
三
部
会
議
員
や
市
長
、
県
議
会
議
長
な
ど
を
歴
任
し
た
ド
ゥ
フ
ォ
ン

　
ト
ネ
が
市
政
に
復
帰
し
た
こ
と
は
、
ル
ー
ア
ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
た
ち
に
大
き
な
期

　
待
を
抱
か
せ
た
で
あ
ろ
う
。

④
　
服
部
、
前
掲
報
告
書
、
～
九
買
。

⑤
同
上
、
ニ
ニ
頁
。

⑥
U
巴
ざ
曇
ミ
も
』
α
ρ

⑦
ヤ
○
．
し
d
。
巳
8
v
．
．
ピ
Φ
＜
。
巻
σ
q
Φ
曾
讐
㊦
島
㊦
h
。
8
ω
巳
①
p
客
。
雪
ぎ
象
Φ
、
一

　
肉
ミ
譜
賜
さ
ミ
§
鼻
卜
⊃
0
8
幽
曽
醤
．
甲
汐
匹
P
．
．
U
誘
く
一
陰
㊦
匹
Φ
じ
d
o
君
麗
澄
魯

　
諸
○
§
き
繰
軌
．
闇
ξ
o
N
駄
§
嵐
§
N
こ
試
§
§
ミ
蹴
N
』
§
N
養
§
ミ
寒
』
肉
§
㌧
㌣
9
一
N

　
夏
霞
ω
藁
筆
錨
b
。
0
8
．

⑧
b
d
。
鼠
。
p
．
、
冨
く
。
斎
α
q
⑱
9
℃
話
語
Φ
H
。
8
。
。
¢
一
魯
瓢
。
旨
き
象
①
．
．
曽
題
’

　
一
〇
。
幽
O
．
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
ミ
サ
な
ど
折
々
の
機
会
に
お
い
て
、
「
君
主
」
と
し
て
の

　
待
遇
を
求
め
て
い
た
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
導
ミ
ウ
匿
■

⑨
一
八
〇
二
年
の
ル
ー
ア
ン
来
訪
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
§
ミ
ミ
N
譜
沁
ミ
§
堕

　
り
…
嵩
ゆ
歪
ヨ
巴
【
P
雪
×
押
じ
づ
。
巳
。
戸
．
、
い
①
〈
o
葦
σ
Q
①
曾
讐
①
巨
興
8
口
ω
巴
睾

　
窯
。
諺
睾
臼
Φ
．
．
も
ワ
下
山
○
。
一
〇
訂
ぎ
ρ
ξ
o
N
駄
§
ミ
沁
。
～
馬
§
も
℃
・
甲
9
た
だ
し

　
シ
ャ
リ
ー
ヌ
の
記
述
に
は
誤
記
も
見
ら
れ
る
。

⑩
フ
ラ
ン
ス
歴
代
王
権
の
入
市
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
小
山
啓
子
噸
フ
ラ
ン
ス
・
ル

　
ネ
サ
ン
ス
王
権
と
都
市
社
会
幽
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
。
ま
た
ル
ー
ア

　
ン
の
そ
れ
に
か
ん
し
て
は
、
高
橋
暁
生
「
ル
イ
｝
乱
世
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
…
行
幸

　
（
一
七
八
六
年
と
宮
崎
揚
弘
編
例
続
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
と
旅
輪
法
政
大
学
出

　
版
局
、
二
〇
〇
一
年
。
℃
’
U
Φ
ω
。
審
ヨ
勺
。
・
】
卜
覇
§
ミ
題
恥
沁
ミ
へ
§
】
刃
。
器
戸

　
一
〇
刈
G
臼
．

⑪
℃
晶
π
中
く
「
O
・
ぴ
㊦
昌
ざ
ミ
誉
紳
暗
ミ
隷
㌔
・
§
ミ
§
N
砺
長
髪
、
こ
ご
ミ
譜

　
ミ
沁
愚
尊
§
貫
§
誠
駐
奪
霜
、
転
ミ
§
冴
譜
N
時
ミ
馬
ミ
誉
ミ
砺
鴨
馬
ミ
ー
守
蚤
忌
ミ
魯

　
幻
。
β
窪
も
■
一
b
っ
…
＆
ミ
謡
ミ
譜
沁
。
母
§
し
O
ゆ
罎
田
鉱
円
ρ
雪
×
H
「

⑫
O
鼠
げ
Φ
昌
愚
．
ミ
も
」
P
§
震
、
壽
ミ
譜
肉
§
§
し
O
じ
d
『
毒
葺
Φ
”
雪
×
圏
．
ま
た

　
O
ゲ
巴
ぎ
ρ
ξ
o
N
“
§
ミ
肉
。
ミ
、
劇
唱
．
①
．
に
も
記
述
が
あ
る
が
、
誤
記
が
見
ら
れ
る
。
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⑬
ヤ
℃
’
○
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第
三
章
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
黄
金
伝
説

（［

j
　
下
町
の
ナ
ポ
レ
オ
ン

前
章
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
ル
ー
ア
ン
市
民
と
の
二
度
に
わ
た
る
差
響
に
つ
い
て
整
理
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
交
流
は
特
別
で
も
な
く
、
市

民
の
「
記
憶
」
に
長
く
と
ど
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
で
さ
え
復
古
王
政
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
を
根
絶
し
よ
う
と
伝
説
の
暗
里
…
化
を
は
か
っ
た
の



ナポレオンの「記憶」試論（竹中）

で
あ
る
か
ら
、
一
八
～
四
年
の
市
民
の
失
望
と
六
五
年
の
銅
像
建
設
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
こ
れ
を
埋
め
る
、
い
わ
ば
市
民
感
情

の
変
化
を
促
す
よ
う
な
更
な
る
事
件
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
章
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
復
古
王
政
期
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
熱
、
四
〇
年
の
遺

骸
の
帰
還
、
そ
し
て
ル
ー
ア
ン
の
都
市
改
造
の
三
点
か
ら
考
え
る
。
復
古
王
政
期
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
ゆ
く
の
だ

ろ
う
か
。
杉
本
氏
は
帝
政
末
期
か
ら
こ
の
時
期
に
か
け
て
、
パ
リ
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
が
暗
黒
に
彩
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
の
、
復
古
王
政

へ
の
幻
滅
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
待
望
論
を
生
み
出
し
、
そ
れ
が
彼
の
死
と
『
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
回
想
録
』
の
出
版
を
機
に
高
ま
っ
た
結
果
、
伝
説
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
再
黄
金
化
」
し
て
ゆ
く
さ
ま
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
パ
リ
に
お
け
る
こ
う
し
た
展
開
は
、
地
方
で
も
同
様
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ダ
リ
ー
お
よ
び
西
願
氏
の
分
析
を
参
照
し
な
が
ら
、
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
事
例
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
の
影
響
力
を
十
分
認
識
し
て
い
た
た
め
、
ル
イ
一
八
世
は
即
位
後
た
だ
ち
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
肖
像
や
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
全
て
公
共
の
場
か
ら
撤
去
し
、
さ
ら
に
そ
の
破
壊
を
命
じ
た
。
事
実
、
ル
ー
ア
ン
に
お
い
て
も
、
県
内
か
ら
集
め
ら
れ
た
肖

　
　
　
　
　
　
　
　
②

像
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
百
日
天
下
前
後
の
市
民
の
反
応
に
つ
い
て
ダ
リ
ー
は
、
復
古
王
政
が
海
上
商
業
の
復
活
を
も
た
ら
し
た
が
ゆ

え
に
、
商
人
層
や
名
士
層
は
こ
れ
を
歓
迎
す
る
～
方
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
敗
北
し
た
製
造
業
者
や
そ
の
労
働
者
た
ち
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

帝
政
期
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
駆
ら
れ
た
と
指
摘
し
て
、
市
民
の
反
応
の
多
様
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　
実
際
、
復
古
王
政
か
ら
ル
ー
ア
ン
の
人
々
の
感
情
は
間
も
な
く
離
反
し
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
当
時

セ
ー
ヌ
川
べ
り
に
あ
っ
た
「
四
本
の
柱
」
座
の
座
長
で
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
で
も
あ
っ
た
グ
ラ
ン
ガ
レ
〔
こ
の
芸
名
は
、
痩
せ
た
ち
び
の
意
〕
は
、

し
ば
し
ば
無
料
で
客
寄
せ
の
道
化
芝
居
を
行
な
っ
て
い
た
。
彼
は
政
治
風
潮
が
得
意
で
あ
り
、
幾
度
も
罰
金
や
投
獄
の
憂
目
に
遭
っ
て
い
る
が
、

ブ
ル
ボ
ン
家
が
権
力
の
座
に
返
り
咲
い
て
か
ら
間
も
な
く
の
こ
ろ
、
セ
ー
ヌ
右
岸
の
「
パ
リ
河
岸
」
で
次
の
よ
う
な
寸
劇
を
催
し
、
拍
手
喝
采

を
得
て
い
る
。
豚
を
買
い
つ
け
る
お
ど
け
た
肉
屋
を
演
じ
る
グ
ラ
ン
ガ
レ
は
、
農
民
の
売
る
、
武
旦
ハ
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
豚
の
値
踏
み
を
す
る
。

　
　
グ
ラ
ン
ガ
レ
「
そ
の
太
っ
た
豚
は
い
く
ら
だ
い
？
」

　
　
農
民
「
一
八
ル
イ
で
さ
〔
一
ル
イ
は
二
〇
フ
ラ
ン
〕
扁
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④

　
　
グ
ラ
ン
ガ
レ
コ
八
ル
イ
だ
っ
て
？
　
こ
い
つ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
ほ
ど
値
打
ち
が
な
い
な
！
」

ル
イ
一
八
世
を
豚
呼
ば
わ
り
し
た
こ
の
劇
は
河
岸
中
に
す
ぐ
に
知
れ
渡
り
、
官
憲
が
上
演
を
中
止
さ
せ
た
の
だ
が
、
市
民
の
問
で
王
政
が
す
ん

な
り
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

　
百
日
天
下
の
崩
壊
し
た
後
の
第
二
次
復
古
王
政
期
に
お
い
て
、
ル
ー
ア
ン
の
商
工
業
は
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
港
に
は
船
舶
が
往
来
し
、
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

維
工
業
も
軌
道
に
乗
っ
た
。
そ
れ
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
忘
れ
去
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
一
六
年
、
ル
ー
ア
ン
に
は
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
ナ
ポ
レ
オ
ン
蓋
世
の
即
位
が
布
告
さ
れ
る
と
の
噂
が
流
れ
、
ま
た
こ
ん
な
掲
示
が
張
り
出
さ
れ
た
と
い
う
。
「
不
幸
な
フ
ラ
ン
ス
人
よ
！

〔
中
略
〕
ほ
ら
、
商
取
引
も
な
く
、
パ
ン
も
な
く
、
連
合
軍
の
為
だ
。
君
に
は
最
後
の
一
つ
も
残
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ブ
ル
ボ
ン
家
の
為
に
君
は

犠
牲
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
君
に
必
要
な
の
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
だ
。
こ
れ
ら
の
な
ら
ず
者
を
追
い
払
い
、
君
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に
。
我
々
の
尊
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
名
誉
は
彼
に
よ
っ
て
で
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
」
。
ま
た
一
七
年
に
ル
ー
ア
ン
で
流
布
し
た
ビ
ラ
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
声
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

文
』
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
セ
ン
ト
樗
ヘ
レ
ナ
脱
出
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
上
陸
を
伝
え
て
い
た
。
さ
ら
に
同
年
の
食
糧
危
機
の
さ
い
に
は
、
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ポ
レ
オ
ン
を
待
望
す
る
声
が
市
内
で
聞
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
復
古
王
政
初
期
で
さ
え
、
ル
ー
ア
ン
に
お
い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
人
気

は
地
に
落
ち
て
お
ら
ず
、
そ
の
伝
説
が
暗
黒
一
色
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
皇
帝
の
死
の
翌
年
に
あ
た
る
二
二
年
間
ル
ー
ア
ン
警
察
に
よ
る
押
収
品
の
中
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
像
を
作
成
す
る
た
め
の
鋳
型
と
銅
像
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
人
生
を
物
語
る
肖
像
画
入
り
の
デ
ザ
ー
ト
皿
が
あ
っ
た
。
ま
た
二
〇
年
と
一
三
年
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
肖
像
を
あ
し
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

つ
た
ラ
ベ
ル
の
貼
ら
れ
た
瓶
リ
キ
ュ
ー
ル
が
売
ら
れ
て
お
り
、
加
え
て
二
三
年
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
マ
リ
ー
”
ル
イ
ー
ズ
の
版
画
が
押
収
さ

　
　
　
⑫

れ
て
い
る
。
銅
像
作
成
は
熱
烈
な
崇
拝
者
の
行
い
で
あ
ろ
う
が
、
皿
の
柄
や
リ
キ
ュ
ー
ル
の
ラ
ベ
ル
は
市
販
性
を
高
め
る
意
図
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
版
画
は
、
そ
の
性
格
上
、
少
な
く
な
い
数
が
刷
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
復
古
王
政
期
の
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
投
票
が
リ
ベ
ロ
ー
に
偏
っ

　
　
⑯

て
い
た
こ
と
を
併
せ
て
考
え
る
な
ら
、
こ
う
し
た
事
例
は
二
〇
年
代
ル
ー
ア
ン
に
お
い
て
王
政
へ
の
幻
滅
が
一
定
程
度
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
。
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し
か
し
ナ
ポ
レ
オ
ン
待
望
論
の
浸
透
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
も
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
二
六
年
越
ル
ー
ア
ン
で
出
版
さ
れ

た
『
ル
ー
ア
ン
　
歴
史
、
商
業
、
工
業
、
製
造
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
概
要
』
と
い
う
書
物
に
は
、
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ー
の
復
活
、

新
橋
の
建
設
は
触
れ
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
そ
も
そ
も
誰
の
布
告
に
よ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ

る
商
業
会
議
所
の
再
建
や
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
訪
問
に
つ
い
て
は
記
述
す
ら
な
く
、
革
命
以
後
の
政
治
情
勢
に
関
わ
る
も
の
は
注
意
深
く
避
け
ら
れ

　
　
⑭

て
い
る
。
さ
ら
に
七
月
王
政
下
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ル
イ
”
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
三
六
年
と
四
〇
年
（
八
月
目
の
二
度
に
わ
た
り
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

政
府
暴
動
を
起
こ
し
た
と
き
も
、
市
民
は
何
ら
呼
応
し
て
い
な
い
。

　
以
上
を
整
理
す
る
な
ら
復
古
王
政
期
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
評
判
は
「
暗
黒
伝
説
」
に
彩
ら
れ
て
い
る
と
は
奮
い
が
た
い
。
む

し
ろ
そ
の
評
価
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
存
命
中
か
ら
好
意
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
の
死
と
『
回
想
録
』
の
出
版
は
、
な
お
の
こ
と
伝
説
の
再
黄
金

化
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
う
し
た
親
近
感
は
そ
れ
ほ
ど
特
別
な
こ
と
で
も
な
い
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
訪
問
や
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
記
憶
が
そ
の
根
底
に
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
が
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
域
を
超
え
て
、
銅
像
建
設
と
い
う
熱
狂
へ
と
昇
華
す
る
に
は
今

ひ
と
つ
の
事
件
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
「
遺
骸
の
帰
還
」
で
あ
る
。

（
エ
）
　
遺
骸
の
帰
還

　
七
月
革
命
の
さ
い
バ
リ
ケ
ー
ド
の
上
に
即
位
し
た
ル
イ
縫
フ
ィ
リ
ッ
プ
で
あ
っ
た
が
、
オ
ル
レ
ア
ン
家
に
は
ブ
ル
ボ
ン
王
家
を
支
持
す
る
正

統
王
朝
派
、
ま
た
共
和
派
の
双
方
か
ら
、
権
力
の
正
統
性
に
つ
い
て
常
に
疑
義
が
申
し
立
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
七
月
王
政
は
何
ら
か
の

形
で
、
自
身
が
大
革
命
の
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
各
派
の
調
停
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
オ
ル
レ
ア
ン
派
、
正
統
王
朝
派
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

共
和
派
そ
し
て
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
を
等
し
く
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
凱
旋
門
の
建
造
や
、
～
八
四
〇
年
末
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遺
骸
の
帰
還
は
、
そ
の

よ
う
な
脆
弱
性
を
認
識
し
た
政
府
の
起
死
回
生
の
妙
策
で
あ
っ
た
。
特
に
前
年
来
の
エ
ジ
プ
ト
危
機
に
端
を
発
す
る
外
交
面
で
の
失
政
は
体
制

の
求
心
力
低
下
、
ひ
い
て
は
筋
壊
を
助
長
し
か
ね
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
未
遂
が
あ
っ
た
に
し
て
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も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
威
光
を
利
用
し
な
い
手
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
～
○
月
中
旬
に
大
西
洋
の
孤
島
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
を
出
発
し
た
遺

骸
は
、
ル
”
ア
ー
ヴ
ル
か
ら
セ
ー
ヌ
川
に
入
り
、
ル
ー
ア
ン
を
通
過
し
て
遡
行
し
ク
ー
ル
ブ
ヴ
ォ
ワ
に
て
上
陸
、
以
後
は
陸
路
パ
リ
へ
向
か
う

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
で
は
、
こ
の
帰
還
を
ル
ー
ア
ン
市
民
は
ど
の
よ
う
に
迎
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
遺
骸
の
帰
還
決
定
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
～
○
月
二
四
日
、
ル
ー
ア
ン
市
議
会
は
全
会
～
致
で
フ
ル
リ
以
下
六
名
の
委
員
を
定
め
、
彼
ら
が
パ

リ
へ
出
向
い
て
「
遺
骸
を
ル
ー
ア
ン
に
て
上
陸
さ
せ
、
ま
た
栄
え
あ
る
遺
骸
の
帰
還
を
こ
れ
に
相
応
し
い
セ
レ
モ
ニ
ー
で
祝
賀
す
る
」
許
可
を

政
府
に
求
め
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
委
員
に
よ
り
繰
り
返
し
な
さ
れ
た
懇
望
に
対
し
て
、
上
級
官
庁
は
「
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
葬
儀
の
厳
粛
さ

は
、
国
民
的
厳
粛
さ
の
性
格
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
ケ
ー
ス
で
も
、
ロ
ー
カ
ル
な
セ
レ
モ
ニ
ー
に
媛
小
化
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。
フ
ラ
ン
ス
全
体
が
偉
大
な
人
物
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
捧
げ
る
の
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
こ
れ
ら
葬
儀
は
王
国
の
首
都
で
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
回
答
し
、
ル
ー
ア
ン
市
の
申
し
出
を
却
下
し
た
。
し
か
し
＝
月
二
四
日
、
県
知
事
は
こ
の
通
達
を
委
員
に
伝
え
る
さ

瞳
や
や
含
み
の
あ
る
表
現
で
・
こ
う
付
け
望
た
・

　
　
英
雄
の
遺
骸
が
ル
ー
ア
ン
を
通
過
す
る
さ
い
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
を
満
足
さ
せ
る
偉
大
な
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
わ
れ
ら
が
抱
く
感
情
を
表
明
す
る
こ
と
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
で
、
禁
じ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
船
団
は
ル
ー
ア
ン
を
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
進
む
こ
と
だ
ろ
う
。
市
民
が
尊
敬
の
徴
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

ル
ー
ア
ン
市
の
公
式
記
録
に
よ
れ
ば
、
中
央
か
ら
の
通
達
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
こ
れ
に
対
す
る
世
論
が
沸
騰
し
た
た
め
、
結
局
ル
ー
ア
ン
市
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

対
し
て
、
こ
の
偉
大
な
状
況
に
即
し
た
プ
ラ
ン
で
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
な
う
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。
　
一
二
月
～
○
日
と
い
う
遺
骸
通
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
期
日
が
ル
ー
ア
ン
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
四
日
。
五
日
に
市
議
会
内
の
各
委
員
会
に
よ
る
準
備
が
本
格
化
し
た
。
『
ル
ー
ア
ン
新
聞
』
は
セ

ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
を
出
発
し
て
か
ら
パ
リ
ま
で
の
行
程
を
特
集
す
る
一
方
で
、
準
備
の
進
捗
状
況
を
連
日
伝
え
、
市
民
の
期
待
を
煽
っ
た
。
全
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
準
備
が
完
了
し
た
の
は
、
～
○
日
早
朝
。
市
民
が
夜
を
徹
し
て
作
業
し
、
間
に
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
様
子
を
追
っ

　
　
　
⑳

て
み
よ
う
。

　
一
〇
時
半
、
大
砲
が
棺
を
運
ん
だ
船
団
の
到
着
を
告
げ
た
。
す
で
に
両
岸
に
は
オ
ベ
リ
ス
ク
が
建
て
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
名
だ
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ナポレオンの「記憶」試論（竹中）

た
る
戦
勝
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
帝
國
の
紋
章
、
鷲
を
描
い
た
旗
の
束
が
数
多
く
屹
立
し
、
そ
の
間
に
儀
式
用
の
制
服
を
着
た
軍
団
と
国

民
衛
兵
が
集
合
し
て
い
た
。
ひ
し
め
く
群
集
か
ら
は
「
皇
帝
万
歳
！
」
の
歓
呼
が
響
き
わ
た
る
。
遺
骸
を
載
せ
た
ド
ラ
ド
号
は
五
隻
の
船
に
護

衛
さ
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
進
み
、
市
民
の
注
意
は
セ
レ
モ
ニ
ー
の
メ
イ
ン
・
シ
ン
ボ
ル
に
向
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
四
年
前
に
完
成
し
た
ば
か

り
の
つ
り
橋
で
あ
る
。
こ
の
橋
の
中
央
ア
ー
チ
上
部
は
旗
、
黄
金
の
ミ
ツ
バ
チ
と
冠
を
戴
い
た
N
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
バ
イ
オ

レ
ッ
ト
の
幕
、
無
数
の
レ
ジ
オ
ン
闘
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
、
月
桂
冠
を
差
し
出
す
「
勝
利
」
の
像
な
ど
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
。
ま
さ
し
く
入
市
儀
礼

時
の
「
凱
旋
門
」
の
装
い
で
、
橋
上
に
は
、
か
つ
て
の
「
大
軍
隊
」
の
兵
士
た
ち
が
集
っ
て
い
た
。
船
団
は
そ
の
下
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
さ
ら
に

速
度
を
落
と
し
た
。

　
左
岸
に
は
巨
大
な
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
の
天
幕
が
張
ら
れ
、
諸
機
関
と
聖
職
者
が
一
堂
に
会
し
て
い
た
の
だ
が
、
船
団
は
こ
の
前
で
停
泊
す
る
。

そ
こ
に
ル
ー
ア
ン
司
教
が
進
み
出
て
、
赦
免
を
与
え
る
。
し
ば
ら
く
し
て
後
、
船
団
は
動
き
始
め
、
皇
帝
が
建
造
を
命
じ
た
石
橋
の
下
を
通
過

し
、
パ
リ
方
面
へ
遡
上
し
て
い
っ
た
。
橋
の
上
に
は
王
立
コ
レ
ー
ジ
ュ
（
旧
帝
国
リ
セ
）
の
生
徒
た
ち
が
整
列
し
て
こ
れ
を
見
送
っ
た
。
こ
の

帰
還
に
随
行
し
た
コ
ク
ロ
ー
神
父
の
圓
想
録
は
、
ル
ー
ア
ン
市
民
の
熱
烈
な
歓
迎
を
伝
え
る
。

　
　
戦
勝
記
念
品
に
覆
わ
れ
た
河
岸
は
武
具
で
き
ら
き
ら
輝
き
、
騎
兵
隊
の
馬
は
後
脚
で
立
ち
上
が
り
、
兜
は
陽
光
浴
び
て
燦
然
と
輝
き
、
羽
根
飾
り
と
旗
は

　
　
揺
れ
て
混
ざ
り
あ
い
、
ひ
な
壇
は
華
や
か
に
お
め
か
し
し
た
ご
婦
人
た
ち
で
飾
ら
れ
、
そ
し
て
橋
い
っ
ぱ
い
に
帝
政
期
の
軍
服
姿
の
兵
士
た
ち
。
彼
ら
兵

　
　
士
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
が
大
軍
隊
と
呼
ん
で
い
た
あ
の
軍
団
の
輝
か
し
い
名
残
。
広
い
停
泊
地
に
は
小
艦
隊
が
戦
闘
隊
形
。
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
、
音
楽
、

　
　
低
音
管
楽
器
の
一
斉
演
奏
、
丘
の
上
か
ら
絶
え
ず
響
く
大
砲
。
～
○
○
人
ほ
ど
の
司
祭
の
白
い
祭
服
が
、
金
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
軍
服
や
、
司
法
富
た
ち

　
　
　
の
緋
色
の
法
服
と
混
ざ
り
合
う
。
そ
し
て
最
後
に
祈
祷
を
あ
ま
ね
く
施
し
、
祝
福
を
与
え
ん
と
大
司
教
が
河
岸
へ
と
進
み
寄
り
、
そ
の
時
、
あ
ま
た
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
が
哀
悼
の
賛
美
歌
「
深
き
淵
よ
り
」
を
神
に
捧
げ
る
。

ま
た
こ
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に
つ
い
て
、
『
ル
ー
ア
ン
新
聞
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。

　
　
太
鼓
は
金
て
、
栄
誉
礼
を
行
な
う
時
の
や
り
方
で
学
区
0
冨
雪
年
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
全
て
の
鐘
は
活
気
づ
い
て
響
き
、
大
砲
の
轟
音
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
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う
に
反
響
し
、
教
会
の
歌
が
聖
職
者
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
。
全
て
の
羅
は
こ
の
か
弱
い
小
船
に
注
が
れ
た
。
そ
の
へ
さ
き
の
上
に
は
、
そ
の
人
生
の
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
世
界
に
そ
の
名
と
功
績
を
と
ど
ろ
か
せ
た
人
が
載
っ
て
い
る
の
だ
。

コ
ク
ロ
ー
は
「
こ
れ
ほ
ど
威
厳
あ
ふ
れ
る
光
景
を
呈
す
る
舞
台
は
、
つ
い
ぞ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
「
こ
う
い
つ
た
こ
と
全
て
が
魂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
奥
底
ま
で
感
動
さ
せ
、
そ
の
感
動
は
思
い
出
と
な
っ
て
今
で
も
私
を
と
ら
え
て
い
る
」
と
も
記
し
て
お
り
、
ル
ー
ア
ン
市
民
の
歓
迎
が
尋
常

で
な
か
っ
た
こ
と
を
綴
っ
て
い
る
。
帝
政
末
期
の
市
民
の
辛
苦
な
ど
は
霧
消
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
も
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
衝
撃
は
「
過
性
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
事
件
を
扱
っ
た
ビ
ラ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
リ
ト
グ
ラ

フ
、
版
画
が
作
成
さ
れ
流
布
し
た
ほ
か
、
様
々
な
記
念
品
　
　
メ
ダ
ル
、
遺
骸
の
帰
還
を
再
現
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
の
皿
の
セ
ッ
ト
（
一

二
枚
一
組
）
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
…
が
売
り
に
出
さ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
熱
狂
的
な
雰
囲
気
が
こ
う
し
た
日
用
品
に
「
記
憶
」
と
し
て
刻
印
さ
れ

る
こ
と
で
、
人
々
に
英
雄
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
身
近
に
な
り
、
ま
た
帝
政
末
期
の
苦
難
が
忘
却
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。
事
実
、
四
一
年
、
こ
の
遺
骸
の
帰
還
を
記
念
し
て
、
グ
ラ
ン
・
ボ
ン
門
か
ら
シ
ャ
ン
・
ド
”
マ
ル
ス
付
近
ま
で
の
セ
ー
ヌ
右
岸
が
「
パ

リ
河
岸
」
か
ら
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
河
岸
」
に
名
称
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
、
遺
骸
帰
還
イ
ベ
ン
ト
の
衝
撃
の
大
き
さ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
の
再
黄
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

化
の
始
ま
り
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
こ
そ
市
民
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
崇
拝
に
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
熱
狂
は
八
年
を
経
過
し
て
も
余
熱
を
保
っ

て
い
た
ら
し
い
。
第
二
共
和
政
下
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
ル
イ
闘
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、
ル
ー
ア
ン
市
に
お
け
る
投
票
数
二
六
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

八
四
四
の
う
ち
二
～
、
〇
七
〇
、
実
に
七
八
％
の
票
を
得
て
圧
勝
し
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
　
ル
ー
ア
ン
の
都
市
改
造

　
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
一
九
世
紀
は
都
市
改
造
の
世
紀
で
あ
る
。
一
般
に
は
第
二
帝
政
下
の
オ
ス
マ
ン
知
事
に
よ
る
パ
リ
大
改
造
が
知
ら
れ
て

い
よ
う
。
ル
ー
ア
ン
で
も
ほ
ぼ
同
時
期
、
都
市
改
造
の
動
き
が
本
格
化
し
、
現
在
の
街
並
み
が
整
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
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ナポレオンの「記憶」試論（竹中）

　
と
は
い
え
銑
に
一
八
世
紀
末
、
ル
ー
ア
ン
の
都
市
機
能
は
限
界
に
達
し
、
そ
の
改
造
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
一
七
八
八
年
に
こ
の

街
を
訪
れ
た
ア
ー
サ
ー
・
ヤ
ン
グ
は
「
ル
ー
ア
ン
商
人
が
こ
の
大
変
見
苦
し
い
悪
臭
の
す
る
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
都
会
か
ら
出
る
た
め
1
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

園
に
別
荘
を
も
つ
の
も
う
な
ず
け
る
。
こ
の
都
会
と
き
た
ら
、
泥
土
と
工
業
だ
ら
け
で
あ
る
扁
と
書
き
記
し
て
い
る
。
一
八
世
紀
に
地
方
長
官

に
よ
る
市
街
の
部
分
的
改
造
と
左
岸
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・
サ
ン
・
ス
ヴ
ェ
ー
ル
の
整
備
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
根
本
的
な
問
題
は
何
一
つ
解
決
し

な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
都
市
経
済
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ル
ー
ア
ン
に
は
市
内
を
貫
く
動
脈
と
恒
久
的
な
橋
が
欠
け
て
い
た
。
南
北
の

大
通
り
は
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ジ
ー
ヌ
通
り
と
カ
ル
ム
通
り
、
東
西
の
大
通
り
は
大
時
計
通
り
と
サ
ン
・
ロ
マ
ン
通
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
古
都

の
歴
史
的
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
美
し
さ
を
保
持
七
て
い
て
も
、
そ
の
狭
さ
の
弊
害
は
覆
う
べ
く
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
セ
ー
ヌ
川
に
か
か
る
橋

は
、
一
六
三
〇
年
か
ら
舟
橋
で
代
用
し
て
お
り
、
両
岸
の
問
の
流
通
を
大
き
く
停
滞
さ
せ
て
い
た
。
美
観
へ
の
配
慮
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
さ
ら

に
は
社
会
的
な
問
題
も
脅
威
で
あ
っ
た
。
市
東
部
の
マ
ル
タ
ン
ヴ
ィ
ル
地
区
、
特
に
サ
ン
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
、
サ
ン
・
マ
ク
ル
ー
両
教
区
は
ス

ラ
ム
化
が
進
行
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
は
都
市
全
体
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。
事
実
、
　
一
八
三
二
年
に
は
こ
の
界
隈
で
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

八
年
に
は
「
危
険
な
階
級
」
が
蜂
起
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
状
況
に
最
初
の
一
手
を
打
っ
た
の
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
彼
は
一
〇
年
、
石
橋
の
建
設
を
命
じ
、
二
九
年
、

橋
は
よ
う
や
く
完
成
す
る
。
し
か
し
石
橋
は
ル
ー
ア
ン
港
の
規
模
を
縮
小
し
な
い
よ
う
従
来
の
市
の
中
心
か
ら
東
へ
ず
ら
し
た
と
こ
ろ
に
架
け

ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
中
洲
の
ラ
ク
ロ
ワ
島
を
ま
た
ぎ
、
左
岸
と
右
岸
の
パ
リ
河
岸
を
結
ぶ
よ
う
な
形
で
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
図
－
）
。
こ
の
こ
と
が
ル
ー
ア
ン
の
都
市
改
造
を
ド
ミ
ノ
式
に
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
建
設
に
は
大
規
模
な
護
岸
工
事
が
必
要
で
あ
っ
た
。
市
東
部
左
岸
は
右
岸
よ
り
も
低
く
な
っ
た
湿
地
帯
で
あ
り
、
橋
の
建
設
に
は
盛
り

土
お
よ
び
補
強
工
事
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
併
せ
て
右
岸
も
工
事
が
進
め
ら
れ
る
～
方
、
沿
岸
の
建
物
の
改
築
も
行
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
サ
ミ
ド

れ
た
。
こ
の
さ
い
に
セ
ー
ヌ
川
に
面
す
る
建
物
に
は
、
高
さ
や
建
築
資
材
に
か
ん
す
る
規
制
が
定
め
ら
れ
た
た
め
、
完
成
し
た
街
並
の
正
野

は
均
整
を
保
ち
、
現
在
の
威
容
の
原
型
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
岸
辺
は
散
歩
道
と
し
て
再
生
し
、
商
業
の
場
と
し
て
も
活
況
を
呈
す
る
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こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
石
橋
の
建
設
は
セ
ー
ヌ
両
岸
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
市
全
体
の
流
通
の
問
題
は
未
解
決
で
あ
っ

た
。
と
い
う
の
も
市
東
部
に
架
橋
し
た
た
め
、
左
岸
か
ら
中
心
部
に
直
接
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
橋
の
北
端
、
セ
ー
ヌ
右
岸
か
ら
、
さ
ら

に
そ
の
北
に
あ
る
市
役
所
へ
至
る
道
は
細
い
路
地
の
ま
ま
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
石
橋
の
延
長
上
の
道
を
拡
幅
し
て
整
備
し
、
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

役
所
前
を
通
る
南
北
の
薪
動
脈
を
作
る
こ
と
が
二
九
年
に
計
画
さ
れ
た
。
完
成
は
第
二
帝
政
下
の
五
二
年
四
月
に
ず
れ
込
ん
だ
が
、
こ
れ
が
帝

国
通
り
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
今
度
は
市
役
所
か
ら
市
中
心
部
の
裁
判
所
や
西
部
の
県
知
事
公
邸
と
を
結
ぶ
道
路
も
必
要
と
な
っ
た
。
そ
こ
で

五
八
年
、
市
長
ヴ
ェ
ル
ド
レ
ル
は
市
役
所
前
か
ら
市
中
心
部
を
経
て
コ
シ
ョ
ワ
ー
ズ
広
場
へ
と
い
た
る
直
線
道
路
の
建
設
に
着
手
し
た
。
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ア
ン
を
東
西
に
突
っ
切
る
、
距
離
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
六
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
新
道
は
、
市
役
所
通
り
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
二
つ
の
新
道
の
交
差
す
る
位
置
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
騎
馬
像
は
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
図
1
）
。

　
な
お
も
開
発
は
続
く
。
鉄
道
の
新
駅
（
右
岸
駅
）
建
設
に
伴
い
、
こ
の
新
駅
と
港
を
結
ぶ
第
二
の
幹
線
道
路
が
必
要
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
六
〇
年
に
工
事
の
始
ま
っ
た
皇
妃
通
り
で
あ
る
（
六
二
年
に
完
成
）
。
こ
の
皇
妃
通
り
と
市
役
所
通
り
の
交
差
点
に
あ
た
る
場
所
に
は
、

元
来
な
め
し
工
た
ち
の
会
館
が
あ
っ
た
が
、
取
り
壊
さ
れ
た
そ
の
跡
地
は
街
路
の
開
通
後
、
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
六
三

年
九
月
五
日
に
竣
工
し
た
こ
の
公
園
に
は
、
ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
の
名
が
冠
せ
ら
れ
た
。
こ
の
名
は
五
九
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
指
揮
す
る
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ラ
ン
ス
軍
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
を
繋
破
し
た
、
イ
タ
リ
ア
の
戦
勝
地
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
同
時
期
、
環
境
改
善
と
衛
生
化
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
な
が
ら
も
、
資
金
難
や
短
期
的
な
資
金
回
収
の
面
か
ら
後
回
し
に
さ
れ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

東
部
地
区
の
開
発
が
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
る
。
施
療
院
の
付
近
の
薄
汚
れ
た
路
地
、
旧
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・
マ
レ
ケ
リ
の
界
隈
は
、
帝
国
通
り
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
東
へ
延
び
る
新
道
建
設
（
六
二
年
）
で
一
変
し
た
。
こ
れ
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
通
り
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
通
り
か
ら
北
へ
伸
び
る
バ
ス
・
キ

ュ
ル
通
り
は
、
六
七
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
も
と
で
大
蔵
大
臣
を
務
め
た
、
ル
ー
ア
ン
出
身
の
経
済
学
者
の
名
を
と
っ
て
、
モ
リ
ア
ン
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
改
称
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
復
古
王
政
期
以
降
、
ル
ー
ア
ン
市
畏
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
関
す
る
「
記
憶
」
は
、
パ
リ
に
お
け
る
事
例
ほ
ど
浮
沈
の
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激
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
人
々
の
間
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
人
気
は
根
強
く
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
遺
骸
の
帰
還
セ
レ
モ
ニ
ー
を
機
に

一
気
に
高
ま
り
を
見
せ
た
の
だ
が
、
そ
の
様
子
か
ら
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
市
民
に
よ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
英
雄
視
、
第
二
共
和
笹
下
の
ル
イ
・

ナ
ポ
レ
オ
ン
大
統
領
選
出
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
帝
政
復
活
支
持
と
い
う
道
の
り
の
一
里
塚
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
記
憶
の

変
遷
と
時
を
同
じ
く
し
て
ル
ー
ア
ン
の
再
開
発
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
皇
帝
の
命
じ
た
石
橋
建
設
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
一
九
世
紀
の
当
市
の
繁
栄
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
街
路
、
河
岸
、
公
園
に
印
さ
れ
た
帝
国
を
想
起
さ
せ
る

名
称
は
、
都
市
の
発
展
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
を
重
ね
あ
わ
せ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
黄
金
伝
説
を
増
幅
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
騎
馬
像
が
設
置
さ
れ
た

市
役
所
広
場
は
帝
国
通
り
と
市
役
所
通
り
の
交
差
点
に
あ
た
り
、
ま
さ
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
切
り
開
い
た
空
間
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、

六
五
年
、
市
役
所
前
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
霜
呈
す
る
と
き
の
様
子
と
そ
の
後
の
彼
の
「
記
憶
」
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ナポレオンの「記憶」試論（竹中）

①
杉
本
、
前
掲
書
、
第
二
・
三
章
参
照
。

②
西
願
「
王
政
復
古
」
三
九
頁
。

③
U
巴
メ
号
ミ
も
b
㎝
①
．

④
国
．
窯
8
坦
沁
§
§
㌔
§
§
ミ
貴
ぎ
§
N
ミ
、
請
㍉
。
器
p
お
逡
も
℃
」
8
山
峯

⑤
○
冨
ぎ
ρ
ξ
ミ
§
ミ
寄
§
劃
冒
昌
一
．

⑥
西
願
「
王
政
復
古
」
三
三
頁
。

⑦
同
上
、
三
五
頁
。

⑧
同
上
、
三
七
頁
。
一
六
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
流
布
し
た
ビ
ラ
で
、
複
数
の

　
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
。

⑨
U
巴
ざ
号
ミ
も
■
8
F

⑩
西
願
「
王
政
復
古
」
陽
○
、
四
二
頁
。

⑪
同
上
、
四
二
頁
。

⑫
同
上
、
四
〇
頁
。

⑬
0
訂
ぎ
p
ξ
誌
§
ミ
肉
ミ
§
も
」
囲

⑭
づ
ご
澹
①
r
寄
§
四
も
、
“
駐
譜
§
二
貯
。
賞
8
、
こ
§
ミ
ミ
9
§
こ
、
§
恥
馬
爵

　
義
ミ
§
ミ
響
§
舞
恥
跨
鳶
一
§
隠
ミ
ミ
隔
Q
ミ
昏
博
N
§
物
墨
譜
唐
ミ
ミ
§
§
§
亀
響
鳴
ミ
ー

　
鷺
ら
魯
N
ミ
鳴
譜
簿
さ
§
§
ミ
魯
恥
ミ
ミ
譜
謹
笥
§
肋
ミ
b
帖
§
9
ミ
魎
§
ぼ
津
ミ
“

　
b
d
。
奪
ぶ
ミ
騨
ミ
き
蔑
冴
§
隷
窮
、
§
窺
ミ
§
寒
天
§
毒
ミ
§
§
昏
譜
ミ
暫
凡
ミ

　
一
さ
懸
忌
ミ
匝
幻
。
仁
Φ
p
一
。
。
8
．

⑮
○
ご
ぎ
ρ
ξ
。
§
ミ
ミ
ミ
§
”
や
＝
’

⑯
杉
本
、
前
掲
書
、
＝
二
一
＝
＝
二
頁
。

⑰
客
勺
Φ
蕾
¢
お
ミ
綾
ミ
疑
§
辱
題
譜
N
ぎ
愚
、
§
，
ξ
ミ
§
昏
沁
§
§

　
ぎ
黛
鋳
愚
ミ
墨
N
魯
ミ
9
§
ミ
、
§
嶋
ミ
匙
§
勘
§
昏
肉
ミ
§
b
貯
ミ
頴
ら
§
町
肉

　
嵐
。
。
さ
、
匙
鴬
遠
、
ミ
§
譜
ミ
§
遷
ヒ
u
霜
さ
鼻
§
譜
魯
さ
N
§
M
カ
8
①
p

　
一
。
。
お
も
℃
■
Q
。
誌
’

⑱
も
∩
鉱
揖
－
ご
Φ
α
q
⑦
砦
．
評
ω
し
。
朗
α
q
㊦
聾
困
。
器
ロ
山
Φ
ω
8
乙
「
①
。
・
傷
Φ
客
書
。
冨
曾
、
ド
尋
§
恥

　
譜
寄
N
§
無
寒
貯
さ
謹
§
ミ
＄
お
念
一
庖
』
G
。
山
蒔

⑲
勺
鼠
欝
r
津
鈎
ミ
§
§
尊
舞
P
ω
．

⑳
G
り
拶
㌶
由
①
σ
Q
⑦
航
．
評
ω
銘
σ
q
①
卿
沁
2
Φ
眺
．
も
「
鐸

⑳
き
ミ
唱
．
卜
。
0
…
℃
9
2
鉾
雲
霧
鵡
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第
四
章
記
憶
の
再
生
産

（【

j
　
一
八
六
五
年
八
月
一
五
日

　
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後
、
歴
代
の
体
制
は
文
化
統
合
の
手
段
と
し
て
祭
り
を
利
用
し
て
き
た
。
教
育
の
手
段
と
し
て
祭
典
を
公
式
に
利
用
し
た

革
命
政
府
は
も
ち
ろ
ん
、
第
｝
帝
政
、
復
古
王
政
、
七
月
王
政
、
第
二
共
和
政
も
そ
の
効
用
を
認
識
し
活
用
し
て
き
た
こ
と
は
同
様
で
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
第
二
帝
政
は
国
民
祭
典
の
期
日
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
～
世
の
誕
生
日
、
八
月
一
五
日
に
限
定
し
、
よ
り
凝
集
性
を
高
め
た
国
民
統
合
を

推
進
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
日
は
偶
然
に
も
聖
母
被
昇
天
祭
の
日
と
も
重
な
っ
て
い
た
た
め
、
民
衆
を
動
員
す
る
の
に
二
重
の
意
味
で
格
好
で
あ

っ
た
。
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本
稿
の
目
的
は
祭
典
の
分
析
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
聖
ナ
ポ
レ
オ
ン
祭
に
つ
い
て
は
そ
の
特
徴
を
大
づ
か
み
に
整
理
し
て
お
く
の
に
留
め
よ

う
。
祭
典
は
市
町
村
単
位
で
行
な
わ
れ
、
ミ
サ
と
テ
・
デ
ウ
ム
斉
唱
が
主
た
る
セ
レ
モ
ニ
ー
で
あ
る
が
、
併
せ
て
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章

授
与
式
や
閲
兵
式
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
宗
教
セ
レ
モ
ニ
ー
が
終
了
し
た
後
は
、
名
士
や
退
役
兵
の
宴
会
が
夕
方
か
ら
催
さ
れ
る
。
た

だ
し
祭
り
は
こ
う
し
た
公
的
儀
礼
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
。
民
衆
の
支
持
獲
得
を
狙
っ
て
貧
民
扶
助
の
た
め
の
施
与
が
市
内
各
地
で
な
さ
れ
る
ほ

か
、
後
述
す
る
よ
う
に
娯
楽
を
提
供
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。
ル
ー
ア
ン
に
お
い
て
こ
の
祭
典
が
実
施
さ
れ
た
の
は
一
八
五
二
年
か
ら
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

九
年
ま
で
あ
る
が
（
七
〇
年
は
中
止
）
、
以
下
で
は
騎
馬
像
が
設
置
さ
れ
た
六
五
年
八
月
一
五
日
の
祭
典
の
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
午
後
｝
時
半
、
大
聖
堂
に
お
い
て
ヴ
ァ
イ
ヤ
ン
元
帥
ら
パ
リ
か
ら
の
来
賓
臨
席
の
も
と
、
テ
け
デ
ウ
ム
斉
唱
式
が
催
さ
れ
る
。
そ
の
後
一
団

は
市
庁
舎
へ
向
か
い
、
い
っ
た
ん
市
庁
舎
内
の
広
間
で
市
長
へ
の
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
授
与
式
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
二
時
半
か
ら
、

物
見
高
い
市
民
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
市
役
所
広
場
に
お
い
て
、
騎
馬
像
の
除
幕
式
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
除
幕
式
に
は
、
行
政
・
司
法
の
各
機
関
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

軍
、
退
役
兵
、
国
民
衛
兵
、
消
防
団
が
招
集
さ
れ
た
ほ
か
、
大
司
教
ら
聖
職
者
そ
し
て
セ
ン
ト
u
ヘ
レ
ナ
・
メ
ダ
ル
の
受
賞
者
も
招
待
さ
れ
て

い
た
。
除
幕
後
、
ま
ず
元
帥
が
演
説
を
行
な
う
。
彼
は
若
き
日
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
と
の
遊
遁
を
語
っ
た
後
、
騎
馬
像
を
寄
付
金
で
建
て
た

ル
ー
ア
ン
市
民
を
称
え
る
。
さ
ら
に
「
実
際
の
と
こ
ろ
ル
ー
ア
ン
ほ
ど
皇
帝
に
愛
さ
れ
た
街
は
な
い
」
と
続
け
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
い
う
新

た
な
皇
帝
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
語
っ
て
締
め
く
く
っ
た
。
続
い
て
元
市
長
バ
ル
ベ
の
演
説
が
始
ま
る
。
彼
は
、
遺
骸
の
帰
還
時
に

お
け
る
ル
ー
ア
ン
市
長
で
あ
る
。
以
下
に
挙
げ
る
そ
の
演
説
に
は
、
ル
ー
ア
ン
の
名
士
が
抱
い
て
き
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
イ
メ
ー
ジ
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
と
雷
え
よ
う
。

ル
…
ア
ン
市
と
て
そ
の
繁
栄
と
豊
か
さ
を
皇
帝
の
実
り
多
き
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
負
っ
て
い
る
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
点
で
は
〔
皇
帝
像
を
建
て
た
シ
ェ

ル
ブ
ー
ル
、
リ
ヨ
ン
、
ア
ジ
ャ
ク
シ
オ
に
〕
劣
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ア
ン
は
彼
が
降
り
立
っ
た
ま
さ
に
そ
の
場
所
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
建
て
た
の
で
す
。
そ

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
彼
の
統
治
に
よ
っ
て
わ
れ
ら
の
た
め
の
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
、
ま
た
わ
れ
ら
の
産
業
は
彼
の
才
気
の
創
造
物
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
を
想
起
さ
せ
ず
に
は
お
き
ま
せ
ん
。
〔
中
略
〕
こ
の
県
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
負
っ
て
い
る
全
て
を
理
解
す
る
に
は
、
六
〇
年
前
に
遡
り
、
一
八
〇
二
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年
以
前
の
わ
が
都
市
と
地
方
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
自
問
自
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

彼
は
「
素
晴
ら
し
い
製
造
業
と
工
場
群
の
存
在
」
を
挙
げ
、
そ
れ
が
周
辺
部
に
富
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
以
前
は
湿
地
帯
で
不
衛

生
で
あ
り
、
人
口
も
少
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
こ
の
状
況
を
変
え
た
の
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ
り
、
彼
の
導
き
に
よ
っ
て
産
業

の
振
興
が
見
ら
れ
、
ル
ー
ア
ン
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
比
肩
し
う
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
最
初
の
訪
問
に
言
及
す
る
。

　
　
彼
は
自
ら
わ
れ
ら
の
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
あ
あ
、
そ
れ
は
ま
だ
数
も
少
な
く
、
貧
相
で
、
機
械
化
も
進
ん
で
い
な
い
代
物
で
し
た
が
、
彼
は
、
自
身

　
　
が
行
な
お
う
と
し
て
い
た
有
力
な
後
ろ
盾
の
も
と
で
な
ら
、
そ
れ
が
将
来
あ
ら
ゆ
る
繁
栄
と
豊
か
さ
を
享
受
す
る
だ
ろ
う
こ
と
を
既
に
予
見
し
て
お
ら
れ

　
　
ま
し
た
。
彼
は
わ
れ
ら
の
工
場
の
状
態
を
、
微
に
入
り
細
を
う
が
ち
、
自
分
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
を
お
望
み
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
わ
れ
ら
の
生
活
必

　
　
需
晶
を
ご
覧
に
な
り
、
自
ら
手
に
取
ら
れ
た
の
で
す
。
彼
は
最
も
専
門
知
識
の
あ
る
人
を
集
め
、
そ
の
意
見
を
聴
取
し
、
彼
ら
の
試
み
を
奨
励
し
、
協
力

　
　
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。
〔
中
略
〕
わ
れ
ら
の
産
業
が
本
当
に
始
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
日
か
ら
な
の
で
す
。

続
け
て
バ
ル
ベ
は
、
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
製
造
業
の
発
展
が
蒸
気
機
関
を
利
用
し
た
工
場
群
を
生
み
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
し
な
が
ら
、

消
費
を
増
大
さ
せ
た
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
六
〇
年
以
後
、
自
由
貿
易
に
踏
み
切
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
を
評
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
達
成
さ
れ
た
進
歩
に
よ
っ
て
、
今
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
名
を
襲
う
、
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
た
後
継
者
、
そ
の
事
業
の
後
継
者
は
、
商
業
の
自
由
の
前
に
そ
の

　
　
国
境
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
得
ま
し
た
。
わ
れ
ら
は
、
製
品
の
完
成
度
の
た
め
に
、
外
国
と
の
競
争
な
ぞ
恐
れ
る
必
要
は
な
い
の
で
す
が
。

　
　
　
あ
ら
ゆ
る
野
心
的
な
試
み
を
し
の
ぐ
、
こ
の
繁
栄
の
源
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
、
そ
し
て
そ
の
力
強
い
奨

　
　
励
な
の
で
す
。

演
説
は
、
第
一
帝
政
後
の
ル
ー
ア
ン
市
民
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
崇
拝
、
遺
骸
の
帰
還
に
お
け
る
市
民
の
歓
迎
、
そ
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
へ
の
賞
賛

で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
そ
し
て
公
式
セ
レ
モ
ニ
ー
は
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
授
与
式
を
経
て
幕
を
閉
じ
、
名
士
た
ち
は
宴
会
会
場
へ
と
移

る
。
一
方
、
市
中
で
は
施
与
の
ほ
か
、
公
共
遊
戯
、
気
球
打
ち
上
げ
、
花
火
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
、
ダ
ン
ス
と
い
っ

た
娯
楽
が
次
々
と
提
供
さ
れ
、
市
民
た
ち
の
歓
声
が
夜
更
け
ま
で
響
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
国
民
統
合
政
策
と
市
民
・
民
衆
の
娯
楽
を
融
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合
さ
せ
た
祝
祭
で
あ
っ
た
。

　
続
い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
「
記
憶
」
と
こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
様
子
を
踏
ま
え
て
、
第
一
章
で
見
た
騎
馬
像
台
座
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
を
考
え
て

み
よ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
想
起
す
べ
き
は
、
こ
の
騎
馬
像
が
県
主
導
で
計
画
さ
れ
、
資
金
は
名
士
の
寄
付
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
騎
馬
像
は
ル
ー
ア
ン
市
民
と
く
に
名
士
層
の
第
二
帝
政
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
要
望
を
表
象
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
で
は
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
ル
ー
ア
ン
の
お
か
れ
て
い
た
状
況
、
特
に
バ
ル
ベ
の
演
説
に
も
現

れ
る
、
六
〇
年
以
後
推
進
さ
れ
た
自
由
貿
易
政
策
の
影
響
で
あ
る
。
六
〇
年
一
月
に
結
ば
れ
た
英
仏
通
商
条
約
は
、
綿
糸
・
綿
織
物
、
毛
糸
・

毛
織
物
な
ど
に
設
け
ら
れ
て
い
た
禁
輸
措
置
を
廃
棄
し
、
関
税
も
三
〇
％
以
下
に
す
る
こ
と
を
定
め
た
た
め
、
以
後
ル
ー
ア
ン
を
初
め
と
す
る

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
に
は
深
刻
な
経
済
危
機
が
訪
れ
た
。
ま
る
で
一
七
八
六
年
の
再
来
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
の
勃
発
に

よ
り
米
国
産
綿
花
の
供
給
が
途
絶
し
た
こ
と
が
、
家
内
織
工
や
施
設
が
老
朽
化
し
た
工
場
、
ま
た
資
本
の
少
な
い
零
細
工
場
に
は
大
打
撃
と
な

っ
た
。
例
え
ば
一
八
五
九
年
、
県
内
の
製
糸
工
場
は
二
二
三
、
イ
ン
ド
更
紗
製
造
工
場
は
四
三
あ
っ
た
が
、
六
九
年
春
は
そ
れ
ぞ
れ
㏄
八
五
、

～
＝
に
激
減
し
て
い
る
。
唯
～
、
機
械
織
機
の
数
が
九
、
○
○
○
か
ら
一
二
、
○
○
○
に
増
え
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
職
人
た
ち
の
失
業
を
反
映
し

　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
破
産
が
相
次
ぎ
、
ル
ー
ア
ン
市
内
で
は
一
万
の
失
業
者
が
出
た
と
さ
れ
る
。

　
そ
う
で
あ
れ
ば
、
バ
ル
ベ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
賛
美
の
演
説
や
、
第
一
章
で
見
た
台
座
レ
リ
ー
フ
の
意
味
も
自
ず
と
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

バ
ル
ベ
は
、
〇
二
年
以
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
視
察
を
熱
心
に
行
な
い
、
地
方
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
産
業
を
奨
励
し
て
、
ル
ー
ア

ン
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
る
。
演
説
中
の
「
わ
れ
わ
れ
は
、
製
品
の
完
成
度
の
た
め
に
、
外
国
と
の
競
争
な
ぞ
恐
れ
る

必
要
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
無
論
、
字
義
通
り
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
保
護
を
求
め
る
逆
説
的
な
ア
ピ
ー
ル
と
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
演
説
や
台
座
の
「
施
与
」
の
レ
リ
ー
フ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
治
世
に
仮
託
し
た
彼
ら
の
切
な
る
願
い
、
平
和
と
秩

序
と
経
済
的
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
ル
ー
ア
ン
の
街
を
切
り
開
き
、
そ
し
て
資
本
家
や
民
衆
と
共
に
あ
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
こ
そ
偉
大
で
あ
っ

た
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
あ
る
。
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（
二
）
　
記
憶
の
争
窓
、
抹
消
、
再
生

　
こ
の
種
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
一
八
六
八
年
五
月
三
一
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
騎
馬
像
設
置
後
、
初
め
て
ル
ー
ア
ン
を
訪
れ
た
さ
い
に
も
見
る

　
　
　
　
　
⑥

こ
と
が
で
き
る
。

　
鉄
道
に
よ
り
右
岸
駅
に
到
着
し
た
皇
帝
一
行
を
出
迎
え
た
の
は
、
県
知
事
、
上
級
官
僚
、
市
長
、
助
役
な
ら
び
に
市
議
会
で
あ
る
。
～
等
車

乗
客
用
待
合
室
を
改
装
し
た
来
賓
の
問
に
お
い
て
、
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
る
。
ま
ず
助
役
の
ニ
オ
ン
が
市
門
の
鍵
を
皇
帝
に
手
渡
し
、
市
長
が

演
説
を
行
っ
た
。
彼
は
こ
の
鍵
が
か
つ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
～
世
に
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
　
わ
れ
ら
は
こ
の
鍵
を
偉
大
な
統
治
者
が
二
回
の
来
訪
に
さ
い
し
て
示
し
て
く
れ
た
厚
意
の
思
い
鵬
と
し
て
、
と
り
わ
け
巨
大
な
石
橋
の
建
設
を
命
じ
た

　
　
法
令
の
思
い
出
と
し
て
、
丁
重
に
保
管
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ル
ー
ア
ン
市
は
数
世
紀
の
問
、
橋
が
破
損
し
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
遺
憾
に
思
っ
て
お
り

　
　
ま
し
た
が
、
こ
の
石
橋
は
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
わ
れ
ら
は
ま
た
皇
帝
陛
下
か
ら
も
、
畏
く
も
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る
貴
重
な
証
を
受
け
取
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
我
々
は
素
晴
ら
し
い
数
々

　
　
の
街
路
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、
あ
な
た
の
寛
大
な
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
街
路
は
〔
中
略
　
ジ
ャ
ン
ヌ
”
ダ
ル
ク
ら
が
か
つ
て
苦
し
ん
だ
〕
ド
ン

　
　
ジ
ョ
ン
の
た
も
と
に
お
ら
れ
る
陛
下
を
、
わ
れ
ら
が
街
の
よ
り
歴
史
的
で
、
清
潔
か
つ
美
し
く
、
大
き
な
広
場
を
有
し
た
界
隈
へ
と
お
導
き
い
た
し
ま
す
。

　
　
ま
た
わ
れ
ら
が
父
祖
の
仕
事
と
趣
向
を
残
し
光
を
浴
び
て
い
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
へ
、
さ
ら
に
ま
た
大
規
模
な
流
通
に
相
応
し
い
道
路
〔
無
心
通
り
〕
に
よ

　
　
　
っ
て
、
今
や
鉄
道
に
直
結
し
た
港
へ
と
お
導
き
い
た
し
ま
す
。
わ
れ
ら
の
商
工
業
は
い
っ
そ
う
あ
な
た
に
負
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
た
皇
帝
の
演
説
後
、
行
列
が
組
織
さ
れ
、
皇
罷
通
り
北
端
に
設
け
ら
れ
た
凱
旋
門
を
抜
け
て
、
市
民
の
歓
迎
の
な
か
大
聖
堂
へ
到

着
す
る
。
そ
こ
で
テ
・
デ
ウ
ム
斉
唱
式
が
行
わ
れ
た
後
、
行
列
は
皇
帝
騎
馬
像
へ
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
～
行
は
園
芸
会
を
展
覧
し
た
後
、
帝
国

通
り
を
南
下
し
、
二
つ
目
の
凱
旋
門
（
市
民
の
寄
付
に
よ
る
）
を
く
ぐ
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
通
り
を
東
進
す
る
。
さ
ら
に
ブ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル

を
経
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
河
岸
に
至
り
、
石
橋
を
渡
っ
て
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・
サ
ン
・
ス
ヴ
ェ
ー
ル
の
グ
ラ
ン
・
ク
ー
ル
に
着
く
。
こ
こ
で
、
競
馬
と
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園
芸
会
の
展
覧
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
と
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
授
与
式
が
行
わ
れ
、
皇
帝
一
行
は
そ
の
ま
ま
ル
ー
ア
ン
左
岸
駅
か
ら
出
発

し
て
い
っ
た
（
図
－
）
。
滞
在
は
三
時
間
半
で
あ
っ
た
。

　
今
圓
の
来
訪
は
、
訪
れ
た
日
付
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
お
じ
の
一
〇
年
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
巡
幸
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、

ル
ー
ア
ン
市
長
も
ま
た
、
鍵
の
授
与
や
都
市
発
展
の
端
緒
と
な
っ
た
石
橋
な
ど
ナ
ポ
レ
オ
ン
ゆ
か
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
た
あ
と
で
、
三
世

の
恩
寵
に
よ
る
都
市
改
造
と
商
工
業
の
発
展
に
感
謝
す
る
旨
の
演
説
を
行
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
行
列
の
コ
ー
ス
は
、
上
品
通
り
、

ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
公
園
、
大
聖
堂
、
皇
帝
騎
馬
像
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
通
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
河
岸
そ
し
て
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・
サ
ン
B
ス
ヴ
ェ
ー

ル
と
い
う
よ
う
に
、
軒
並
み
第
二
帝
政
期
に
完
成
し
た
通
り
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
～
世
の
「
記
憶
の
場
」
を
経
由
し
て
い
た
。
前
年
来
、
一
段
と

不
況
が
深
刻
化
し
て
い
た
ル
ー
ア
ン
市
に
と
っ
て
六
八
年
の
訪
問
も
、
都
市
の
繁
栄
、
発
展
と
皇
帝
の
記
憶
を
強
く
結
び
つ
け
、
政
府
か
ら
い

っ
そ
う
の
厚
情
を
引
き
出
す
機
会
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
お
じ
の
騎
馬
像
を
目
の
当
た
り
に
し
た
は
ず
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
、
市

民
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
れ
ほ
ど
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
は
い
え
政
策
転
換
が
見
ら
れ
な
い
皇
帝
か
ら
、
ル
ー
ア
ン
市
民
は
徐
々
に
離
反
し
て
ゆ
く
。
一
八
五
七
年
の
選
挙
に
お
い
て
三
分
の
一
の

票
を
集
め
た
左
派
勢
力
は
、
六
三
年
に
四
三
％
を
得
て
、
六
九
年
に
は
つ
い
に
右
派
勢
力
と
拮
抗
す
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
七
〇
年
五

月
八
日
に
行
わ
れ
た
帝
政
改
革
の
賛
否
に
関
す
る
国
民
投
票
に
お
い
て
、
ル
ー
ア
ン
で
は
わ
ず
か
の
差
な
が
ら
「
反
対
」
が
過
半
数
を
占
め
た

　
　
　
⑥

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
九
月
、
帝
政
が
崩
壊
す
る
と
、
市
民
は
街
か
ら
第
二
帝
政
の
痕
跡
を
消
し
て
ゆ
く
。
「
帝
国
し
「
皇
妃
」
「
ナ
ポ
レ
オ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

三
世
」
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
の
街
路
・
河
岸
名
は
即
座
に
改
称
さ
れ
た
。
当
然
、
皇
帝
騎
馬
像
も
共
和
派
の
怨
嵯
の
対
象
と
な
っ
た
。
八
二
年
二

月
三
日
、
市
議
会
に
お
い
て
一
議
員
は
こ
う
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
「
第
一
共
和
政
の
破
壊
者
、
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
～
八
日
の
裏
切
り
者
、
ナ
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

レ
オ
ン
一
世
の
像
は
政
治
的
観
点
か
ら
し
て
不
健
全
で
好
ま
し
く
な
く
、
交
通
の
面
か
ら
言
っ
て
も
有
害
で
危
険
で
あ
る
」
。
あ
る
者
は
、
騎

馬
像
を
取
り
壊
し
、
そ
の
ブ
ロ
ン
ズ
を
再
利
用
（
再
々
利
用
）
し
て
共
和
国
像
を
建
て
る
こ
と
を
求
め
た
。
皇
帝
像
の
み
を
破
壊
し
、
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
何
ら
表
明
し
な
い
よ
う
に
馬
像
だ
け
置
く
こ
と
を
提
案
す
る
議
員
も
い
た
。
し
か
し
穏
健
共
和
派
の
リ
カ
ー
ル
市
長
は
、
こ
れ
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に
つ
い
て
継
続
審
議
と
し
、
騎
馬
像
は
そ
の
ま
ま
立
ち
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
騎
馬
像
は
意
外
な
形
で
市
の
風
景
に
な
じ
ん
で
ゆ
く
。
七
〇
年
代
の
終
わ
り
か
ら
、
市
内
外
で
発
行
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
騎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

馬
像
が
・
王
要
名
所
と
し
て
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
観
光
客
に
そ
の
空
間
の
鑑
賞
方
法
を
教
示
す
る
も
の
だ
が
、

騎
馬
像
を
ど
の
よ
う
に
見
る
べ
き
と
伝
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
数
多
い
紹
介
の
中
か
ら
、
典
型
例
を
示
そ
う
。

　
　
広
場
は
そ
の
中
央
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
騎
馬
像
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
作
成
者
は
デ
ュ
ブ
レ
。
ブ
ロ
ン
ズ
は
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
で
獲
得
し
た
大
砲
の
そ

　
　
れ
で
、
台
座
に
は
フ
ォ
ー
ブ
ー
ル
・
サ
ン
・
ス
ヴ
ェ
ー
ル
の
工
場
を
訪
ね
た
さ
い
、
ル
ー
ア
ン
の
最
も
年
長
の
労
働
者
に
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
施
し
を
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
様
子
を
描
い
て
い
る
（
写
真
つ
き
）
。

ま
た
一
九
世
紀
末
に
出
さ
れ
た
ガ
イ
ド
に
は
、
審
美
的
評
価
と
と
も
に
、
皇
帝
人
気
の
復
活
を
示
す
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
。

　
　
市
役
所
広
場
に
は
一
八
六
五
年
に
建
て
ら
れ
、
除
幕
さ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
｝
世
の
像
が
あ
る
。
高
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
一
五
セ
ン
チ
、
騎
馬
姿
の
皇
帝
は
右

　
　
手
に
帽
子
を
持
ち
目
礼
し
て
い
る
。
〔
中
略
〕
多
く
の
旅
行
者
は
主
題
の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
こ
だ
わ
っ
た
芸
術
家
の
精
神
を
省
み
な
い
が
、
皇
帝
が
も
つ
帽

　
　
子
が
被
る
に
は
小
さ
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
自
体
が
非
常
に
芸
術
的
な
作
品
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
い
ま
だ
に

　
　
人
気
が
あ
り
、
夕
方
、
像
の
た
も
と
に
は
、
主
要
な
通
り
を
警
湿
し
て
き
た
軍
入
た
ち
が
帰
営
す
る
た
め
出
発
す
る
様
子
を
見
に
、
子
供
た
ち
が
集
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
て
く
る
（
挿
絵
つ
き
）
。

こ
う
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
ル
ー
ア
ン
と
の
関
わ
り
は
、
観
光
を
通
じ
て
市
内
外
に
認
知
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
、
市
庁
舎
を
背
景
に
し
た
騎
馬
像
は
、
市
内
各
所
で
売
ら
れ
る
絵
葉
書
の
定
番
の
図
柄
に
な
っ
て
い
る
。
街
角
に
並
ぶ
あ
り
ふ
れ
た
土

産
物
の
、
百
年
来
変
わ
ら
な
い
モ
チ
ー
フ
。
し
か
し
こ
う
し
た
些
細
な
こ
と
が
集
合
心
性
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
お
そ
ら
く
は
市
民
に
騎

馬
像
の
意
味
を
逆
認
知
さ
せ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
①
き
ミ
濤
ミ
譜
沁
§
§
㍉
①
卑
霜
8
p
二
。
。
①
伊
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ス
軍
人
に
授
与
さ
れ
る
。
国
籍
を
問
わ
な
い
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
人
以
外
の
退
役

　
②
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
・
メ
ダ
ル
と
は
、
一
八
五
七
年
八
月
二
二
日
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
　
　
兵
に
も
受
領
資
格
が
あ
っ
た
。
五
七
年
の
時
点
で
の
生
存
し
て
い
た
退
役
兵
は
三

　
　
三
世
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
メ
ダ
ル
で
あ
る
。
革
命
お
よ
び
第
一
帝
政
期
の
フ
ラ
　
　
　
　
九
万
人
に
及
ん
だ
。
こ
の
メ
ダ
ル
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
と
の
関
係
は
、
ω
．
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総
P
ソ
ル
フ
ェ
リ
ー
ノ
の
名
も
ヴ
ェ
ル
ド
レ
ル
（
市
長
名
）
に
変
更
さ
れ
る
。

　
現
在
も
名
称
が
残
る
の
は
モ
リ
ア
ン
通
り
の
み
で
あ
る
。
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渡
辺
響
子
訳
四
レ
ジ
ャ
ー
の
誕
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㎞
藤
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書
店
、
二
〇
〇
〇
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、
　
一
一
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ナポレオンの「記憶」試論（竹中）

　
以
上
、
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
「
記
憶
」
と
皇
帝
騎
馬
像
の
関
わ
り
を
述
べ
て
き
た
。
今
一
度
整
理
し
て
み
よ

う
Q

　
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
説
は
パ
リ
に
お
け
る
事
例
と
は
や
や
異
な
り
、
激
し
い
殿
細
蟹
疑
に
さ
ら
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
段
階
的
に
定
着
し
て
い
っ
た
感
さ
え
あ
る
。
一
八
〇
二
年
の
来
訪
に
始
ま
る
戦
勝
と
平
和
、
経
済
繁
栄
の
イ
メ
ー
ジ
は
帝
政
末
期
ま
で

ル
ー
ア
ン
市
民
の
心
を
と
ら
え
た
。
確
か
に
帝
政
末
期
に
人
心
は
離
反
し
た
が
、
そ
れ
は
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
全
て
が
否
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。

否
定
さ
れ
た
の
は
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
以
後
平
和
と
経
済
繁
栄
を
も
た
ら
さ
ず
、
徴
兵
の
重
荷
を
負
わ
せ
る
ボ
ナ
パ
ル
ト
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
日
和
を
見
る
こ
と
に
長
け
た
商
入
た
ち
が
皇
帝
を
見
捨
て
た
と
し
て
も
、
市
民
の
問
か
ら
そ
の
人
気
が
一
掃
さ
れ
る
こ
と
は
無
か

っ
た
。
そ
し
て
四
〇
年
の
遺
骸
の
帰
還
に
さ
い
し
て
は
未
曾
有
の
歓
迎
振
り
が
示
さ
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
崇
拝
は
突
如
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
し
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た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
黄
金
伝
説
の
復
活
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
石
橋
建
設
命
令
は
一
連
の
都
市
改
造
を
促
し
、
そ

の
過
程
で
ル
ー
ア
ン
の
発
展
の
礎
を
築
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
い
う
「
記
憶
」
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
六
五
年
、
都
市
改
造
の
中
心
で
も
あ
っ
た
市
役
所
広
場
に
建
て
ら
れ
た
騎
馬
像
は
、
こ
う
し
た
「
記
憶
」
が
最
も
鮮
明
に
実
体
化
し
た
も
の

だ
っ
た
。
し
か
し
レ
リ
ー
フ
の
選
択
、
除
幕
式
の
バ
ル
ベ
の
演
説
内
容
を
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
に
は
お
そ
ら
く
対
外
戦
争
に
備
え
て
ナ
ポ
レ
オ

ン
伝
説
を
利
用
し
た
国
民
統
合
の
ベ
ク
ト
ル
と
、
経
済
保
護
に
奔
走
し
て
く
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
よ
う
な
施
政
、
す
な
わ
ち
自
由
帝
政
の

見
直
し
を
迫
る
ル
ー
ア
ン
名
士
層
の
意
思
表
明
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
ベ
ク
ト
ル
の
せ
め
ぎ
あ
い
が
表
象
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
託
し
て
皇
帝
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
手
法
が
六
八
年
の
三
世
来
訪
の
さ
い
に
も
繰
り
返
さ
れ
光
こ
と
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

来
訪
が
六
〇
年
余
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
集
合
的
記
憶
に
作
用
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
の
後
騎
馬
像
は
第
三
共
和
政
下
で
取
り
壊
し

が
議
論
さ
れ
な
が
ら
も
、
観
光
名
所
と
し
て
ル
ー
ア
ン
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
ゆ
き
、
そ
の
存
在
が
市
内
外
に
認
知
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
第
三
共
和
政
下
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
家
の
記
憶
が
軒
並
み
消
さ
れ
て
ゆ
く
中
で
、
な
ぜ
騎
馬
像
だ
け
は
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ

い
て
現
在
の
と
こ
ろ
筆
者
は
十
分
に
論
じ
る
材
料
を
も
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
展
望
と
し
て
付
言
す
る
な
ら
、
騎
馬
像
の
材
質
が
ア
ウ
ス
テ

ル
リ
ッ
ツ
の
大
砲
で
あ
っ
た
こ
と
、
普
仏
戦
争
の
敗
北
後
、
ル
ー
ア
ン
が
七
一
年
七
月
ま
で
プ
ロ
イ
セ
ン
（
ド
イ
ツ
帝
国
）
軍
の
占
領
下
に
置

か
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
前
章
で
触
れ
た
騎
馬
像
撤
去
案
の
な
か
で
も
、
第
二
案
と
第
三
案
は
、
騎
馬
像
の
材
質
を
利
用
す
る
こ
と
に
変

わ
り
な
く
、
「
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
」
の
記
憶
は
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
市
民
の
反
プ
ロ
イ
セ
ン
感
情
は
根
強
く
、
ル
ー
ア
ン
に
長
く
暮

ら
し
た
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
出
世
作
「
脂
肪
の
塊
」
や
「
二
九
号
の
寝
台
」
で
は
象
徴
的
に
そ
の
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。
そ
し
て
「
脂
肪
の
塊
」
に

お
け
る
、
ル
ー
ア
ン
の
一
娼
婦
の
次
の
よ
う
な
雷
葉
に
は
、
人
々
の
偽
ら
ざ
る
心
性
の
一
側
面
が
描
写
さ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
共
和
派
の

革
命
家
の
演
説
口
調
に
、
彼
女
は
こ
う
言
い
放
つ
。
「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
わ
！
　
あ
の
方
〔
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
〕
を
没
落
さ
せ
た
の
は
、
あ
な

た
方
の
よ
う
な
人
た
ち
じ
ゃ
な
い
の
！
　
あ
な
た
方
の
よ
う
な
ぐ
う
た
ら
が
、
上
に
立
っ
た
日
に
ゃ
、
フ
ラ
ン
ス
を
逃
げ
出
す
よ
り
ほ
か
は
あ

　
　
　
　
　
　
①

り
ま
せ
ん
よ
だ
！
」
ル
ー
ア
ン
市
民
に
と
っ
て
、
大
陸
を
征
服
し
プ
ロ
イ
セ
ン
を
幾
度
も
打
ち
破
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
像
は
、
今
度
は
対
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独
復
讐
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
は
い
え
以
後
の
体
制
に
よ
る
政
治
利
用
の
分
析
に
つ
い
て
は
ー
ナ
チ
ス

占
領
下
に
お
い
て
も
廃
棄
、
供
出
を
免
れ
た
こ
と
や
騎
馬
像
が
置
か
れ
た
広
場
が
戦
後
「
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
」
広
場
に
改
称
さ
れ
た
こ
と

を
含
め
て
一
他
日
を
期
し
た
い
。

　
ま
た
集
合
的
記
憶
に
か
ん
し
て
は
、
記
憶
の
対
抗
と
い
っ
た
面
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
ル
ー
ア
ン
観
光
で
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
る
人
物

は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
　
世
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
騎
馬
像
を
見
ぬ
観
光
客
は
あ
っ
て
も
、
旧
市
場
広
場
に
据

え
ら
れ
た
殉
教
す
る
ジ
ャ
ン
ヌ
像
を
訪
れ
な
い
人
は
少
な
い
。
さ
ら
に
「
皇
妃
」
通
り
が
一
八
七
〇
年
九
月
二
五
日
に
「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル

ク
」
通
り
に
改
称
さ
れ
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
記
憶
の
選
択
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
あ
わ
せ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
巡
幸
、
第
二
帝
政
下
ル
ー
ア
ン
の
国
民
祭
典
に
か
ん
す
る
実
証
研
究
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
問
題
も
、
本
稿
で
は
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
地
方
政
治
史
研
究
を
平
行
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
①
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
青
柳
瑞
穂
訳
「
脂
肪
の
塊
」
『
脂
肪
の
塊
・
テ
リ
エ
館
瓢
新
　
　
潮
文
庫
、
一
九
五
一
年
、
三
三
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犠
古
歴
外
国
語
大
学
准
教
授
）

ナポレオンの「記憶」試論（竹中）
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za’ticle．　An　investigation　of　the　contents　of　these　inscriptions　｝ed　to　the　following

conclusions．

1．　ln　the　Seljuqid　periods，　sovereigns　used　the　£it｝es　sultan　and　shahanshah，　which

means　“king　of　the　kings”　in　Persian，　in　their　inscriptions．　The　Seljuq　sil｝tans　in

Anatolia　also　made　use　of　the　expressions　like　nasir　（assistant），　qasim　（partner），

orδ漁z（prooD　of“ami〆α肱’癬蜘the　commander一圃ef　of　the　believers）．

The　use　of　these　expressions　n？akes　clear　the　importance　of　the　Abbasid　Khalifate

in　the　Seljuq　dynasty　of　Anatotia．　After　the　Mongol　at£acl〈s　on　Baghdad　and　the

downfall　of　the　Abbasid　Khalifate　in　the　middle　of　the　13th　century，　such　expres－

siens　cease　to　appear　in　the　inscriptions．

2．　ln　the　first　haif　of　the　14th　century，　the　sovereigns　of　the　local　Beytiks　prefer－

red　to　use　the　title　of　al－amir　al－kabir　（great　amir）　in　place　of　sultan　of　the　Seljuq

periods．　Except　for　a　few　examples　from　the　Mongol　（the　ll－Khan）　sovereigns，

such　as　Uljaitu　and　Abu　Sa’id，　the　local　sovereigns　in　Anatolia，　including　the　early

Ottomans，　did　not　use　the　title　of　sultan　in　their　monumental　inscriptions．　But　dur－

ing　the　second　half　of　the　same　century，　£here　appear　examples　of　the　title　sultan

being　used　iR　some　inscrjptions．　lt　is　worth　noting　that　the　use　of　the　title　khaqan

appears　in　some　inscriptions　form　the　reign　of　Murad　1，　the　third　sovereign　of　the

Ottornan　dynasty．　The　reason　why　the　Ottoman　sovereigns　were　titled　khaqan　is

not　clear．　ln　comparison　with　the　Seljuq　period，　the　use　of　laqab，　li1〈e　Ghiyath　a｝一

Dunya　wa　al－Din，　for　the　sovereigns　became　less　restricted　among　the　early　Otto－

mans．

3．　From　the　reign　of　Muhammad　1，　the　Ottoman　sovereigns　made　use　of　the　two

£itles，　sultan　and　lehaqan　together　in　their　inscriptions．　The　famous　conqueror　of

Istanbul，　Muharnmad　II　（Fatih），　caBed　himself　“sultan　al－barrayn”　（sultan　of　the

two　lands）　lehaqan　al－bahrayn　（lehaqan　of　the　two　seas）　in　the　inscription　of　Bab－i

Humayun　in　lstanbul．　These　dual　expressions　became　the　othcia1　tities　of　the　Otto－

man　sovereigns　after　Muhammad　the　Conqueror．

Un　essai　sur　la　me’moire　de　Napo160n

par

TAI〈ENAI〈A　Koji

DaRs　1’6tude　de　la　16gende　napo160nienne，　il　y　a　peu　de　travaux　de　recherches

（283）



sur　ce　qu’il　s’est　pass6　dans　les　villes　de　province．　Comment　une　ville　de　province

a　v6gu　cette　16gende？　Pour　traiter　ce　sujet，　nous　avons　pris　1’exemple　de　la　vgle

de　Rouen，　et　en　particulier，　la　me’moire　civique　que　symbotise　la　statue　6questre

de　Napo160n　ler，　place　de　1’H6tel　de　Ville．

　　Napo160n　est　a116　deux　fois　A　Rouen，　en　1802　et　en　1810．　Les　Rouennais　se

souviennent　de　lui　comme　d’un　h6ros　qui　apporte　la　victoire，　la　paix，　ce　qui　a

entrain6　la　prosp6rit6　6conomique．　Cette　popularit6　n’a　pas　disparu　avec　1’effon－

drement　du　Premier　Empire．　Aprbs　tout，　le　retours　des　cendres　en　1840　a　activ6

1a　le’Daende　dore’e，　bien　plus　que　1’urbanisation　de　Rouen　qui　a　6t6　commeRc6e　par

Napo160n　et　qui　a　renfoyc6　la　16gende．

　　Dans　un　tel　61an，　｝a　statue　6questre　a　6t6　construite　en　1865．　Pour　le　gouver－

nement，　cela　montrait　sa　volont6　de　unifier　la　nation，　mais　pour　les　citoyens，　sur－

tout　les　notables，　qui　souffi’aient　de　la　recession　6conomique，　c’6tait　un　hommage

A　Napoleon　ler，　aussi　une　fagon　d’exprimer　leur　d6sir　de　changement　de　politique．

Ils　pr6f6raient　le　protectionnisme　corrmie　pris　par　Napo160n　a　lib6ralisme　par　son

nevue．　Et　ses　appel，　en　1868，　sous　un　｝’influence　de　la　16gende　napo160nienne，

montre　que　soixante　an　apres，　la　venue　de　Napo160n　a　Rouen　agissait　toujours　sur

．la　m6moire　collective．

State　Funeral　of　Lord　Nelson：　Naval　and　Military　Commemoration

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　St　PauYs　Cathedral

by

NAI〈AMuRA　Takeshi

　　St　Paul’s　Cathedral，　the　cathedral　church　of　the　diocese　of　London　and　the

architectural　masterpiece　by　Sir　Christopher　Wren，　became　the　most　important

site　of　royal　and　militayy　state　cornmemoration　in　the　period　of　the　French　Revolu－

tion　and　Napoleonic　Wars．　This　article　argues　a　series　of　rituals　and　projects　to

commemorate　Admiral　Horatio　Lord　Nelson　and　British　naval　victory　at　the　Battle

of　Trafalgar　in　this　metropolitan　cathedral　in　1805－6．　With　the　emphasis　on　a　spa－

tial　dimension　of　commemoration　of　the　departed　hero，　this　ayticle　aims　to　improve

our　understandings　about　the　meaning　of　monument．

　　In　modeyn　Britain，　state　funeyal　had　been　a　rare　public　occasion　except　for　the
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